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はじめに 
 

このたびはニコン製品をお買上げいただき、まことにありがとうございます。 

この使用説明書は、生細胞タイムラプスイメージング装置「BioStation IM/IMQ」のアプリケーションソフトウェア

を使用する方のために書かれたものです。 

ご使用の前によくお読みになり、正しくお使いくださいますようお願いいたします。 

• 本書の内容の一部、または全部を無断で複写、転記することを禁止します。 

• 本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。 

• 本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不明な点や、誤り、お気付きの点がございましたら、購入先

までご連絡くださいますようお願いいたします。 

• 同時にお使いになる製品がある場合は、その製品の使用説明書もあわせて必ずお読みください。 

• 製造業社が指定していない使い方をされた場合、製品の安全性が損なわれる恐れがあります。 

• Microsoft、Windows、Internet Explorer は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登

録商標です。その他、本書に記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 
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本ソフトウェアの取扱いについて
（操作の前に必ずお読みください） 

 

本製品を安全に正しくお使いいただくため、以下の点にご注意ください。 

 

1. 免責 

ニコンは、お客様が本ソフトウェアを使用することに関連して、お客様ご自身または第三者において、損害の発生

その他の問題が生じた場合においても、一切の責任および義務を負担しないものとします。 

2. コントロール PC の注意事項 

• 出荷時設定について 

本ソフトウェアはコントロール PC とセットで納入されます。 

これ以外の PC を顕微鏡の操作用として使用しないでください。 

OS 環境を出荷時の設定から変更すると、正常に動作しないことがあります。 

コントロール PC は納入時の状態で使用してください。 

• 省電力設定について 

コントロール PC の省電力設定を ON にして使用すると、タイムラプスが途中で停止します。省電力設定は必

ず OFF（出荷時設定）の状態で使用してください。 

• ウィルス対策ソフトについて 

ウィルス対策ソフトのリアルタイムスキャンは OFF に設定してください。リアルタイムスキャンを ON にした

状態で本ソフトウェアを使用すると動作が不安定になる場合があります。 

3. ファイルの互換性について 

Ver.1.*～Ver.2.0 のソフトウェアで作成されたファイルは、Ver.2.1 以降のソフトウェアで読み込むことはできま

すが、Ver.2.1 以降のソフトウェアで作成したファイルは、Ver.1.* のソフトウェアで読み込むことができません。 

また、Ver.1.*～Ver.2.0 で作成されたファイルを Ver.2.1 以降のソフトウェアで読み込むと、何も編集をしなく

ても現在ご使用いただいているバージョンのファイルフォーマットに更新されるため、そのファイルは元のバージ

ョンのソフトウェアで読み込むことができなくなります。 

4. 使用説明書で使われている画面について 

• この使用説明書は、BioStation IM および BioStation IMQ（以降、BioStation IM シリーズとします）を同時

に説明しています。 

説明中では、BioStation IMQの画面を例にしていますが、操作方法はBioStation IMシリーズでほぼ共通です。 

• この使用説明書は、Windows XP/Vista/7 を同時に説明しています。説明中では、Windows XP の画面を例

にしていますが、操作方法は Windows XP/Vista/7 でほぼ共通です。 

ただし、OS の種類やバージョンの違いによって、画面の外観や操作が本書に掲載されているものと一部異なる

場合があります。OS 特有の操作や表示画面については、お使いの OS の使用説明書をご覧ください。 
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基本操作 1 

1  
 

本ソフトウェア「BioStation IM」の起動／終了手順、およびすべての画面で共通する基本機能について説明します。 

1.1 ソフトウェアの起動と終了 

コントロール PC にインストールされている本ソフトウェアの起動と終了手順について説明します。 

 

1.1.1 ソフトウェアの起動手順 

 デスクトップ画面のショートカットから起動する場合  

1. コントロール PC のデスクトップ画面にある Bio 

Station IM のショートカットをダブルクリック

します。 

BioStation IM が起動します。 

 

 

図 1.1-1 BioStation IM のショートカット 

 

 Start メニューから起動する場合  

1. Start メニューを開いて、Bio Station IM をク

リックします。 

BioStation IM が起動します。 

 

 

図 1.1-2 Start メニュー 

 

チャンバー BS-IM-C 搭載時は、最初に Live 

observation 画面が表示されます。 

MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時に AF モードを有

効にしている場合は、最初に参照マーク登録画面が表示

されます。参照マーク登録画面で参照マークの AF 位置

を登録する手順については、「1.1.2 参照マークの AF

位置登録手順（MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時）」

を参照してください。 

 

図 1.1-3 Live observation 画面 
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第 1 章 基本操作 

 

1.1.2 参照マークのAF位置登録手順（MOTチャンバー BS-IM-MC搭載時） 

MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時に AF モードを有効にしている場合は、次の手順に従って参照マークの AF 位置を

登録します。 

参照マークの AF 位置登録を行わないと New time-lapse setting 画面を開くことができません。MOT チャンバー 

BS-IM-MC 搭載時にタイムラプス観察を行う場合は、参照マークの AF 位置登録を必ず行ってください。 

 

1. ソフトウェア起動後の画面に参照マークが表示

されていることを確認して、Mark registration

ボタンをクリックします。 

 

 参照マーク位置の精度を高めるため、Mark 

registration は Stable 状態で実施してください。 
 

Mark registration ボタンがクリックされると、ウェル

1 からウェル 4 までの参照マークの AF 位置が順番に登

録されます。この登録処理には約 4 分間かかります。

登録処理が終了すると、Live observation 画面にウェ

ル 1 の画像が表示されます。 

ライブ観察しか行わないときは、Exit ボタンをクリック

して、Live observation 画面に切り替えることができ

ます。 

 

 参照マークが画面中央の青枠に収まっていない場

合は、Marker seek ボタンをクリックして参照マ

ークの位置登録を行ってください。 

詳しくは、別冊「使用説明書＜システム編＞－7.4 

MOT チャンバー BS-IM-MC のセットアップ」を

ご覧ください。 

 

  

図 1.1-4 参照マーク登録画面 

参照マーク 
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第 1 章 基本操作 

 

1.1.3 ソフトウェアの終了手順  

1. 本ソフトウェアの画面右上にある Close ボタン

（  ）をクリックします。 

本ソフトウェアが終了して、Windows のデスクトップ

画面に戻ります。 

チャンバーを取り外す際は、この操作を必ず行ってくだ

さい。 

MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時は、この操作によ

りウェルの位置が待機位置に移動しチャンバーの取り

外しを安全に行うことができます。 

 

図 1.1-5 Close ボタン 

 

 Close 確認ダイアログについて 

キャプチャー画像が保存されていない状態で Close ボタン

をクリックすると、Close 確認ダイアログが表示されます。

キャプチャー画像を保存する場合は、No ボタンをクリック

して、BioStation IM の元の画面に戻ります。 

キャプチャー画像を保存せずにソフトウェアを終了させる

場合は、Yes ボタンをクリックします。 

 

 

図 1.1-6 Close 確認ダイアログ 
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第 1 章 基本操作 

 

1.2 共通機能 

ソフトウェアのトップに表示されている項目で、すべての画面で共通の機能です。 

 

画面切替えボタン 顕微鏡本体の状態表示
と設定 

図 1.2-1 Live observation 画面 

 

 

1.2.1 画面切替えボタン 

BioStation IM シリーズの各機能を選択するボタンです。 

 

図 1.2-2 画面切替えボタン 

表 1.2-1 画面切替えボタンの機能 

項目 機能 

Live observation BioStation IM シリーズを顕微鏡として使用するときの画面です。 

New  

time-lapse setting 

タイムラプスを実施するための画面です。 

観察ポイント、条件などの各種設定を行い、タイムラプスを開始するときに選択します。 

Time-lapse image  

in process 

タイムラプス実行中の画面です。 

New time-lapse setting 画面で、タイムラプスを開始すると自動的にこの画面が表示されま

す。ボタン操作でこの画面を表示することはできません。 

Time-lapse images  

Acquired 

実施済みのタイムラプスを再生するときの画面です。 

タイムラプスが終了すると自動的にこの画面が表示されます。 

保存されているタイムラプス結果ファイルを読み出して再生することもできます。 
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第 1 章 基本操作 

 

1.2.2 顕微鏡本体の状態表示と設定 

培養チャンバー、加湿器ボトルの温度表示と設定、外気温の表示をします。 

培養チャンバーおよび加湿器ボトルの設定温度については、別冊「使用説明書＜システム編＞－2.1 起動の手順 3」を

参照してください。 

    

図 1.2-3 顕微鏡本体の温度状態表示 

表 1.2-2 顕微鏡本体の状態表示と設定機能 

項目 機能 

Temp Temp ボタンをクリックすると、Temperature ダイアログが表示され、本ソフトウェア起動時

からの温度変化、タイムラプス時の Stable、Unstable 情報を確認できます。 

表示 培養チャンバーに設置された温度センサーからの検出温度を表示します。 Chamber 

設定 タイムラプスを実施するのに最適な培養チャンバー内の温度を設定します。 

表示 加湿器ボトルに設置された温度センサーからの検出温度を表示します。 Water 

設定 タイムラプスを実施するのに最適な加湿器ボトル内の水温を設定します。 

Outside 現在の外気温を表示します。室温が 18℃以下または 28℃以上のときは、警告マークが表示さ

れ、LED インジケーターの「POWER」ランプが短い周期で点滅します。 

Stable/Unstable 培養チャンバー内の温度／加湿器ボトル内の水温が設定値に到達し安定すると、表示が

「Unstable」から「Stable」に変わり、タイムラプスが実施可能になります。 

このとき、顕微鏡本体の LED インジケーター「STABLE」ランプも点灯します。 

 

 

 温度変化のロググラフ表示  

Temp ボタンをクリックすると、このダイアログが表示されます。 

 

Stable 状態でタイムラプスが 

実施されていることを表します。 

タイムラプス中に Unstable 状態

になったことを表します。 

図 1.2-4 Temperature ダイアログ 

表 1.2-3 Temperature ダイアログの機能 

名称 機能 

Range 温度変化グラフの時間軸（横軸）の表示範囲を選択します。 

温度変化グラフ 培養チャンバー内の温度、加湿器ボトル内の水温、外気温の変化をグラフ表示します。 

Close ボタン Temperature ダイアログを閉じます。 
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第 1 章 基本操作 

 

1.3 タイトルバーのコンテキストメニュー 

本ソフトウェア画面のタイトルバー上で右クリックすると、コンテキストメニューが表示されます。 

 

図 1.3-1 タイトルバーのコンテキストメニュー 

表 1.3-1 コンテキストメニューの機能 

項目 機能 

About Bio Station IM... About BioStation IM ダイアログを表示します。 

本ソフトウェアのバージョン情報を表示するダイアログが表示されます。 

Device information... Device information ダイアログを表示します。 

Device information ダイアログでは、コントロール PC に接続されている顕微鏡とカメ

ラの情報を確認することができます。 

Error information... Error information ダイアログを表示します。 

エラー発生時にメニューが有効になり、Error information ダイアログでエラー原因を確

認することができます。 

Preferences... Preferences ダイアログを表示します。 

使用環境にあわせた基本設定ができます。 

Hide control panel ソフトウェアのウィンドウを左側の画像表示だけにします。 

 

 

1.3.1 ソフトウェアバージョンの確認 

About Bio Station IM...メニューをクリックすると、About BioStation IM ダイアログが表示されます。このダイアロ

グでソフトウェアのバージョンを確認することができます。 

 

図 1.3-2 About BioStation IM ダイアログ 
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1.3.2 デバイス情報の確認 

Device information...メニューをクリックすると、Device information ダイアログが表示されます。 

このダイアログでは、コントロール PC に接続されている顕微鏡とカメラの情報を確認することができます。 

下の画面は、MOT チャンバー BS-IM-MC を搭載している場合の画面例です。 

 

図 1.3-3 Device information ダイアログ 

 
 

1.3.3 エラー情報の確認 

Error information...メニューをクリックすると、Error 

information ダイアログが表示されます。 

チェックボックスにチェックの入っている項目がエラー原

因です。 

エラーが発生していない状態では、Error information...メ

ニューが無効になっているため、このダイアログを表示させ

ることはできません。 

 

 使用する顕微鏡の違いによるエラー検知範囲について

顕微鏡本体に BioStation IM を使用している場合は、

温度センサー状態しか検知できません。ダイアログに

は、「Temperature controller communication 

error」のチェックボックスのみ表示されます。 

 

  

 

図 1.3-4 Error information ダイアログ 

（BioStation IMQ） 
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1.3.4 基本設定 

Preferences...メニューをクリックすると、Preferences ダイアログが表示されます。 

 

図 1.3-5 Preferences ダイアログ 

（チャンバー BS-IM-C 搭載時） 

 

図 1.3-6 Preferences ダイアログ 

（MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時） 

表 1.3-2 Preferences ダイアログの機能（1/2） 

項目 機能 

Data input when 

capture image saved 

チェックを入れると、キャプチャー画像の保存時に観察条件などの情報を書

き込んで保存されます。 

Explorer launches 

when image capture 

チェックを入れると、キャプチャー画像を保存した後にエクスプローラーが

表示されます。 

General 

Explorer launches 

when file export 

チェックを入れると、画像を汎用フォーマットでエクスポートした後にエク

スプローラーが表示されます。 

ソフトウェア上で表示する露光時間の単位（msec／Fractional（秒単位の分

数表記））を選択します。 

（BioStation IM をご使用の場合は、Fractional 表記のみ） 

Viewing Exposure Time 

 

図 1.3-7 msec 表記 

 

図 1.3-8 Fractional 表記 
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表 1.3-2 Preferences ダイアログの機能（2/2） 

項目 機能 

ソフトウェア上で表示する EPI ランプの光量単位（Transmission rate（透

過率表記）／Position 表記）を選択します。 

（BioStation IM をご使用の場合は、Position 表記のみ） 

Viewing EPI Lamp 

 

図 1.3-9 Transmission rate 表記 

 

図 1.3-10 Position 表記 

Dish Type 観察に使用するディッシュのタイプ（Normal／Hi-Q4）を選択します。 

Hi-Q4 を選択すると、Cell name etc…タブにフィルムボトム 4 分割ディッ

シュの各部屋に名称を入力・編集できる設定欄が表示されます。 

 

図 1.3-11 Cell name etc…タブ 

Enable AF Mode チェックを入れると、AF モードが有効になり、参照マーク登録画面が表示さ

れるようになります。また、New time-lapse setting 画面でウェルを切り替

えるたびに、オートフォーカスが実行されます。 

BS-IM- 

MC MOT 

chamber 

Launch as Mark 

window mode 

チェックを入れると、ソフトウェアの起動直後に参照マーク登録画面が表示

されます。チェックを外すと、起動直後の画面は Live observation 画面にな

ります。 

 
 

1.3.5 ウィンドウの縮小表示 

Hide control panel メニューをクリックすると、ソフトウェアのウィンドウが左側の画像表示だけになります。 

 

図 1.3-12 ウィンドウの縮小表示 



 

 
Live observation 画面2 

2  
 

BioStation IM/IMQ を顕微鏡として使用するモードです。 

細胞の形態、蛍光の染色程度を観察して、タイムラプス実験が実施可能なサンプルか確認できます。 

 

（2）

（1）

（6）

（4）（3） 

（5） 

図 2.0-1 Live observation 画面 

表 2.0-1 Live observation 画面の機能概要 

名称 機能概要 

（1） Live 観察画像表示 視野内の Live 観察画像を表示します。この表示内をマウスポインターでクリックする

と、クリックしたポイントが表示の中心になるようにステージが移動します。 

（2） 観察ポイント表示 赤い四角が視野を表し、Live 観察画像として表示します。 

Live 観察したいポイントをマウスポインターでクリックすると、ステージがそのポイン

トに移動し、Live 画像が表示されます。 

（3） 画像補正ボタン トーン補正、サチレーション確認、輝度スクリーニング設定、擬似カラー表示をします。

（4） 撮影ボタン 現在の Live 観察画像をキャプチャーし、（5）キャプチャー画像表示に登録します。 

表示 撮影ボタンでキャプチャーした画像をサムネイル表示します。 

拡大ボタン（虫メガネアイコン）により、サムネイル画像を別ウィンドウに拡

大表示することもできます。 

（5） キャプチャー画像

表示 

機能 キャプチャー画像を保存するには、サムネイル画像をハイライトし画像保存ボ

タン（  ）をクリックします。ハイライトした画像を同時に保存します。 

ゴミ箱ボタンにより選択したサムネイル画像を削除します。 

（6） 観察条件の設定 

観察地点の選択 

観察条件（フィルター選択、倍率選択、光量調整、露光時間設定など）の設定と、ステ

ージ移動、フォーカス操作ができます。 
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2.1 画像補正ボタン／キャプチャー画像表示 

 

図 2.1-1 画像補正ボタン／キャプチャー画像表示 

表 2.1-1 画像補正ボタン／キャプチャー画像表示機能（1/2） 

項目 機能 

トーンカーブ補正

自動実行ボタン 

 

オートレンジ設定を実行します。表示する輝

度値の範囲を自動的に設定します。 

画像内の一番高い輝度データ（A）と一番低い

輝度データ（B）を表示する輝度データの上限

（C）と下限（D）に設定します。 

 

図 2.1-2 輝度値グラフ 

トーンカーブ補正

実施ボタン  

トーンカーブ補正を手動で設定します。 

トーンカーブ補正設定用の Tone curve adjustment ダイアログを表示します。 

トーンカーブ補正

キャンセルボタン  
適用したトーンカーブ補正をキャンセルして、元の画像に戻します。 

サチレーション 

確認ボタン（FL1

と FL2 のみ）  

サチレーション箇所が赤く表示されます。 

この状態で、サチレーションが無くなるように光量およびゲインを調整します。 

再度クリックすると、サチレーションの確認状態が解除されます。 

本機能は蛍光観察時のみで使用できます。 

輝度スクリーニン

グボタン（FL1 と

FL2 のみ） 
 

輝度スクリーニング設定用の Intensity Screening ダイアログを表示します。 

本機能は蛍光観察時のみで使用できます。 

擬似カラーボタン 

 

現在の Live 観察画像にフィルターの擬似カラーを重ねて表示します。 

本機能は蛍光観察時のみで使用できます。 

撮影ボタン 

 

現在の Live 観察画像をキャプチャーし、キャプチャー画像表示に登録します。 

輝度スクリーニング、画像補正が実施されていれば、その画像が登録されます。 

エルゴコントローラーのシングルキャプチャースイッチでも同様の操作が可能です。 

画像の重ね合わせ

ボタン 

 

複数選択したサムネイル画像を重ね合わせます。 

（5）キャプチャー画像表示で複数のサムネイル画像を選択し、ボタンをクリックすると、

重ね合わせた画像が（5）キャプチャー画像表示に追加されます。 

選択したサムネイル画像の XY 座標が一致しており、かつ異なるフィルターを使用してい

る場合のみ画像の重ね合わせボタンが有効となります。 

ゴミ箱ボタン 

 

選択したサムネイル画像のみを削除します。 

選択されたサムネイル画像は、枠が青く表示されます。 
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表 2.1-1 画像補正ボタン／キャプチャー画像表示機能（2/2） 

項目 機能 

画像保存ボタン 

 

すべてのサムネイル画像をファイルに保存します。ただし、保存する前に、サムネイル画

像をハイライトしなければなりません。 

画像の保存形式は、TIFF／JPEG／BMP／PNG が選択できます。 

画像の保存解像度は、16 ビット／8 ビットが選択できます。（TIFF フォーマットのみ）

キャプチャー画像

表示 

撮影ボタンでキャプチャーした画像をサムネイル表示します。 

サムネイル画像右下の拡大ボタン（虫メガネアイコン）で、別ウィンドウに拡大表示します。 

サムネイル画像が 5 枚以上になると、サムネイル表示の下にスクロールバーが追加されます。 

ギャラリーボタン 

 

撮影ボタンでキャプチャーした画像のサムネイルを一覧表示できるギャラリーウィンド

ウを表示します。 

参照マークボタン 

 

このボタンは MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時にのみ表示されます。 

参照マークボタンをクリックすると、参照マークの AF 位置を登録することができる参照

マーク登録画面を表示します。 
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2.1.1 キャプチャー画像の一覧表示 

ギャラリーボタン（  ）をクリックすると、画像のサムネイルを一覧表示できるギャラリーウィンドウが表示されま

す。 

 

図 2.1-3 ギャラリーウィンドウ 

表 2.1-2 ギャラリーウィンドウ操作機能 

項目 機能 

拡大ボタン 
 

画像を別ウィンドウに拡大表示します。 

画像保存ボタン 選択されたサムネイル画像をすべてファイルに保存します。ただし、保存する前に、

サムネイル画像をハイライトしなければなりません。 

画像の保存形式は、TIFF／JPEG／BMP／PNG が選択できます。 

画像の保存解像度は、16 ビット／8 ビットが選択できます。（TIFF フォーマットの

み） 

画像の重ね合わせボ

タン 

複数選択したサムネイル画像を重ね合わせます。 

（5）キャプチャー画像表示で複数のサムネイル画像を選択し、ボタンをクリックする

と、重ね合わせた画像が（5）キャプチャー画像表示に追加されます。 

選択したサムネイル画像の XY 座標が一致しており、かつ異なるフィルターを使用し

ている場合のみ画像の重ね合わせボタンが有効となります。 

ゴミ箱ボタン 選択したサムネイル画像のみを削除します。 

選択されたサムネイル画像は、枠が青く表示されます。 

クローズボタン 
ギャラリーウィンドウを閉じます。 

右クリックメニュー サムネイル画像を右クリックして表示されるメニューから、クリックされた画像を保存／削除

したり、複数選択された画像を保存／削除したりできます。 
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2.1.2 トーンカーブ補正 

トーンカーブ補正実施ボタン（  ）をクリックすると、Tone curve adjustment ダイアログが表示されます。 

 

図 2.1-4 Tone curve adjustment ダイアログ 

表 2.1-3 トーンカーブ補正機能 

名称 機能 

Enable tone curve

チェックボックス 
チェックを入れると、トーンカーブ補正が有効になります。 

Apply ボタン トーンカーブを補正した後、このボタンをクリックすると補正した値が Live 観察画像表示に

適用されます。 

Close ボタン トーンカーブ補正を適用せずに、Tone curve adjustment ダイアログを閉じます。 
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2.1.3 サチレーションの確認 

サチレーション確認ボタン（  ）をクリックすると、Live 観察画像のサチレーション箇所が赤く表示されます。 

この状態で、サチレーションが無くなるように光量およびゲインを調整します。 

 

図 2.1-5 サチレーション箇所の表示 
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2.1.4 輝度スクリーニング 

輝度スクリーニングボタン（  ）をクリックすると、Intensity Screening ダイアログが表示されます。 

 

画像選択枠 

図 2.1-6 Intensity Screening ダイアログ 

表 2.1-4 輝度スクリーニング機能 

名称 機能 

Enable Screening

チェックボックス 
チェックを入れると、輝度スクリーニング機能が有効になります。 

画像選択枠（黄色枠） マウスポインターでスクリーニングしたい輝度値をもつ画素を範囲選択（左クリック＋ドラッ

グ）できます。 

枠描画後、マウスポインターで範囲の拡大、縮小、移動ができます。 

また、枠を右クリックすると「Delete」メニューが表示され、枠を削除することができます。

画像表示 スクリーニング箇所（同一の輝度範囲）が青色で表示されます。 

ヒストグラム表示 選択された範囲の輝度ヒストグラムが表示されます。 

上下の▼▲ボタンを左右にドラッグすることで、輝度範囲を指定できます。 

Apply ボタン 輝度スクリーニング状態が Live 観察画像表示に適用されます。 

Close ボタン Intensity Screening ダイアログを閉じます。 
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2.1.5 擬似カラー表示 

擬似カラーボタン（  ）をクリックすると、Live 観察画像が蛍光フィルターの擬似カラーで表示されます。この擬似

カラー表示の状態で、Live 観察画像をキャプチャーしてファイルに保存することもできます。 

 

図 2.1-7 擬似カラーの表示 
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2.2 観察条件の設定（フィルター選択／倍率選択／モード選択／Z位置／保存） 

観察条件の設定は、位相差観察の場合と蛍光観察の場合で設定項目が一部異なります。 

また、観察条件のモードには、Manual モードと Simple モードの 2 種類があります。 

ここでの各種設定は、どちらのモードを選択しても有効となります。 

  

図 2.2-1 観察条件の設定（蛍光フィルター選択時／左＝Manual モード／右＝Simple モード） 

表 2.2-1 観察条件の設定機能（1/2） 

項目 機能 

観察に使用するフィルターを選択します。選択されたフィルターのボタンには青色の枠が付き

ます。 

エルゴコントローラーの観察方法切替えスイッチでも同様の操作が可能です。 

 

位相差観察用、顕微鏡に内蔵の赤色 LED 照明による透過光観察となりま

す。 

蛍光フィルターは使用しません。 

フィルター選択 

ボタン 

  

蛍光観察用、外部光源の水銀ランプ照明による蛍光観察となり、選択され

たフィルターが適用されます。なお、このボタンは HG プリセンターファ

イバー光源が接続されて、電源が ON の状態でなければ表示されません。

倍率選択ボタン 

 

観察に使用する倍率を選択します。エルゴコントローラーの倍率切替え

（UP/DOWN）スイッチでも同様の操作が可能です。 

Simple ボタン 

 

Simple モードを選択するボタンです。あらかじめ登録されている露光条件を

選択します。 

・暗い標本を明るくして見るとき＝Bright 

・中間の明るさの標本を見るとき＝Middle 

・明る過ぎる標本を暗くして見るとき＝Dark 

フィルター（Ph、Fl1、Fl2）と倍率（3 種）の組合せごとに設定します。

Manual ボタン 

 

Manual モードを選択するボタンです。観察条件の設定をすべて手動で設

定するか、事前に登録してある観察条件ファイルを読み込んで設定します。

フィルター（Ph、Fl1、Fl2）と倍率（3 種）の組合せごとに設定します。
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表 2.2-1 観察条件の設定機能（2/2） 

項目 機能 

Z Position 選択したフィルターごとに適切な Z 位置（フォーカス位置）を記憶できます。 

たとえば蛍光フィルター1（Fl1）で Z 位置を設定し、Fix ボタンをクリックすると表示値が赤

字になり、Z 位置の設定値が記憶されます。この状態で蛍光フィルター2（Fl2）を選択して Z

位置を変えても、蛍光フィルター1（Fl1）に戻ると、記憶させた Z 位置が適用されます。再

度 Fix ボタンをクリックすると、記憶させた状態が解除できます。 

また、Z 位置を記憶させた状態でも Z 位置の変更はできますが、Go ボタンをクリックすると、

記憶した Z 位置に戻すことができます。この設定は Simple モード時にも有効です。 

保存ボタン 

 

設定した観察条件を設定ファイルまたは、Simple モード時に使用する観察条件

の設定ファイルとして保存します。 
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2.2.1 観察条件の保存 

観察条件の保存ボタン（  ）をクリックすると、Save settings ダイアログが表示されます。 

設定した観察条件を設定ファイルとして保存、あるいは Simple モード時に使用する「Bright」「Middle」「Dark」の

設定ファイルとして保存することができます。 

 設定ファイルの互換性について 

Ver.2.1 以降のソフトウェアで作成したファイルは、Ver.1.* のソフトウェアで読み込むことができません。 

 

 

図 2.2-2 Save settings ダイアログ（Save into file） 

表 2.2-2 観察条件の保存機能（Save into file） 

名称 機能 

Save into file 観察条件を設定ファイルとして保存します。 

Save ボタン Windows 標準の Save as ダイアログが表示されます。 

ファイル名を入力して、観察条件を設定ファイルとして保存します。 

Close ボタン 観察条件の設定を保存せずに、ダイアログを閉じます。 

 

 

図 2.2-3 Save settings ダイアログ（Save as ＂Simple Setting＂ for） 

表 2.2-3 観察条件の保存機能（Save as ＂Simple Setting＂ for） 

名称 機能 

Save as＂Simple  

Setting＂for 

Simple モード時に使用する観察条件の設定ファイルとして保存します。 

この保存を選択した場合は、どの項目の設定ファイルとして保存するか選択します。 

Save ボタン 保存確認のダイアログが表示されます。 

OK ボタンをクリックすると保存されます。 

Cancel ボタンをクリックすると保存されずに、Save 

settings ダイアログに戻ります。 
 

図 2.2-4 保存確認ダイアログ 

Close ボタン 観察条件の設定を保存せずに、ダイアログを閉じます。 
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2.3 観察条件の設定（フォーカスモード／自動露出／設定ファイル読込／

光量／露光時間／ゲイン／解像度） 

ここでの各種設定は、Manual モード選択時のみ有効となります。 

  

図 2.3-1 Manual モードでの観察条件の設定（左＝蛍光フィルター選択時／右＝位相差フィルター選択時） 

表 2.3-1 観察条件の設定機能（1/2） 

名称 機能 

AE(focus) 

ボタン 

 

Manual モード時のみ操作可能です。 

フォーカス優先の露出調整をします。暗い試料でも露光時間を最大 1/6sec とす

るため、ピント調整する際に便利です。ただし、代わりにゲインを上げるのでノ

イズの多い画像になります。 

このとき、露光時間とゲインは自動調整となり、手動での操作はできません。 

再度クリックすると、フォーカス優先モードは解除されます。 

AE ボタン 

 

Manual モード時のみ操作可能です。 

自動露出を 1 回実行します。自動露出で使用した露光時間とゲインの値は、観察

条件の各項目に反映され表示されます。 

Load settings 
 事前に登録されている観察条件の設定ファイルを読み込みます。 

各光源ランプの光量をスライドバーおよび左右の三角ボタンで調整します。 

選択されているフィルターによって表示が変わります。 

エルゴコントローラーの照明光量調整（UP/DOWN）スイッチでも同様の操作が可能です。 

蛍光フィルター選択時：落射照明（外部光源の水銀ランプ照明）の光量設定 

 （閉） 
EPI Lamp 

 （開） 

励起光シャッターを開閉します。 

このボタンは蛍光フィルター選択時のみ有効となります。 

エルゴコントローラーのシャッター開閉スイッチでも同様の操

作が可能です。 

位相差フィルター選択時：透過照明（内蔵の LED 照明）の光量設定 

 点灯 

光量設定 

DIA Lamp 

 消灯 

顕微鏡に内蔵の LED 照明の点灯／消灯ができます。 

Exposure time プルダウンメニューから露光時間を選択します。 

▲▼ボタンで、1 つ上または 1 つ下の値を選択することもできます。 

ゲイン 「Gain」表示横の数字をクリックすると Edit detailed gain ダイアログが表示され、ゲイン補正

値をキーボードから直接入力することができます。 

また、スライドバーおよび左右の三角ボタンで補正値を設定することも可能です。 
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表 2.3-1 観察条件の設定機能（2/2） 

名称 機能 

Resolution プルダウンメニューから解像度を選択します。 

チャンネルごとに解像度の設定が可能ですが、可能な組合せパターンは下記の通りです。 

BioStation IMQ 解像度の組合せ 

解像度 640x480 640x480 Binning 1280x960 

640x480 ○ ○ × 

640x480 Binning ○ ○ × 

1280x960 × × ○ 

BioStation IM 解像度の組合せ 

解像度 800x600 800x600 Binning 1600x1200 

800x600 ○ ○ × 

800x600 Binning ○ ○ × 

1600x1200 × × ○ 

○：可能 

×：不可 

 

 

2.3.1 ゲイン補正値の微調整 

｢Gain」表示横の補正値をクリックするとこのダイアログが表示されます。 

ゲイン補正値を微調整できます。 

 

図 2.3-2 Edit detailed gain ダイアログ 

表 2.3-2 ゲイン補正値の設定機能 

名称 機能 

補正値設定 補正値はキーボードから直接入力することができます。 

また、▲▼ボタンを使用して設定することも可能です。 

Apply ボタン 補正値を設定した値に変更して、ダイアログを閉じます。 

Close ボタン 補正値の設定をキャンセルして、ダイアログを閉じます。 
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2.4 観察ポイントの移動とフォーカス操作 

 

ジョグダイヤル

図 2.4-1 観察ポイントの設定 

表 2.4-1 観察ポイントの移動とフォーカス操作機能 

名称 機能 

粗動 
ジョグダイヤル 

 微動 

ジョグダイヤルの各方向ボタンでステージを移動できます。 

センター部には現在のステージ位置の XY 座標値が表示されます。 

エルゴコントローラーの X、Y ステージハンドルでも同様の操作が可能です。

粗動 
Focus ボタン 

微動 

Focus の上下方向ボタンで対物レンズが Z 方向に移動します。 

エルゴコントローラーのフォーカスハンドルでも同様の操作が可能です。 

Undo ボタン 
 

移動前のフォーカス位置に戻ります。 

スライドバー スライドバーを上下にスライドさせることで、フォーカス操作ができます。 

ウェル切替えボタン 

 

このボタンは MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時にのみ表示されます。 

クリックすることで、ガラスボトム 4 連ディッシュの観察するウェルを切り

替えることができます。 

1
2

3
4

 

図 2.4-2 ウェル番号の位置 

 



 

 
New time-lapse setting 画面 3 

3  
 

観察ポイント、観察条件を設定／保存し、タイムラプスを実施する画面です。 

タイムラプスの観察ポイント、観察条件を設定する画面には、「Live 画面」と「Wide field 画面」の 2 種類があります。 

Live 画面では、観察中の Live 画像を使用して各設定を行い、Wide field 画面では、取り込んだタイリング画像を使用し

て各設定を行います。 

MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時に AF モードを有効にしている場合は、参照マークの AF 位置登録を行わない

と New time-lapse setting 画面を開くことができません。MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時にタイムラプス観

察を行う場合は、参照マークの AF 位置登録を必ず行ってください。 

参照マークの AF 位置を登録する手順については、「1.1.2 参照マークの AF 位置登録手順（MOT チャンバー 

BS-IM-MC 搭載時）」を参照してください。 

 

タイムラプス中、観察対象サンプルのタイムラプス結果ファイルにアクセスしないようにしてください。 

タイムラプス中にアクセスすると、ファイルにアクセスしている間の実験データがタイムラプス結果ファイルに保存

されない場合があります。 

（例） タイムラプス中、エクスプローラーなどからバックアップのためにタイムラプス結果ファイルをコピーすると、

コピーしている間の実験データがタイムラプス結果ファイルに保存されません。 

 

 

3.1 Live画面 

この画面では現在観察中の Live 画像を確認しながら、観察ポイントと観察条件を設定します。 

MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時に AF モードを有効にしている場合は、この画面を開いたときに自動的に AF 動作

が行われ、前回表示していたウェルの XY 位置に移動します。 

 

 ：MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時に表示されます。 

図 3.1-1 New time-lapse setting 画面（Live 画面） 

（1） 

（3） 

（5）

（4） 

（2） 

（6）

（8）

（7）
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表 3.1-1 Live 画面の機能概要 

名称 機能概要 

（1） 表示切替えボタン Live 画面と、Wide field 画面を切り替えます。 

（2） 観察ポイント確認 

表示 

赤色枠の四角が視野を表し、Live 観察画像として表示します。 

登録された観察ポイントは、青色の四角で表示します。 

Live 観察したいポイントをマウスポインターでクリックすると、ステージがそのポイ

ントに移動し、Live 画像が表示されます。 

MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時は、ウェル切替えタブが表示されます。クリック

することで、選択したウェルの観察ポイントを表示します。 

（3） Live 観察画像表示 視野内の Live 観察画像を表示します。 

この表示内をマウスポインターでクリックすると、クリックしたポイントが表示の中

心になるようにステージが移動します。 

（4） 画像補正ボタン トーン補正、サチレーション確認、輝度スクリーニング設定、擬似カラー表示をします。

各機能の操作については、Live observation 画面のものと同じです。 

（5） タイムラプス開始 

ボタン 

タイムラプスを開始します。 

タイムラプス開始の確認ダイアログ（Confirmation window）が表示されます。 

実行中のタイムラプスを Pause ボタン（Time-lapse images in process 画面）で一

時停止した場合、タイムラプス開始ボタンの表示が から、再スター

ト用の に変わります。 

Points タブ 観察ポイントに設定されている観察条件（フィルター名、露光時間、

倍率）を表示します。 

観察ポイントの表示をクリックすると、Point information ダイアロ

グが表示され、観察条件の詳細確認、削除ができます。 

Time タブ タイムラプス実施時の撮影インターバル時間、総撮影時間、ラウンド

数を表示します。 

タイムラプス実施時間の表示をクリックすると、Timelapse ダイアロ

グが表示され、タイムラプス実施時間の設定変更と削除ができます。

New ボタンで、タイムラプス実施時間を新規に追加できます。 

Cell name 

etc...タブ 

タイムラプスの付帯情報を入力します。 

入力できる情報は、「Sample name」「Cell name」「User name」

の 3 項目です。いずれかの名称入力欄をクリックすると、Cell name 

etc...ダイアログが表示され、名称の入力、変更、削除ができます。 

（6） タイムラプス実施 

計画の表示 

Z stackタブ 観察ポイントに対して Z 方向に複数のフォーカスポイントを設定する

場合、この機能を使用します。Z 方向の移動距離と移動回数を指定す

るだけで、最大 99 ポイントまで、フォーカスポイントを設定できま

す。 

ただし、Z 方向における装置の最大ストロークを超えるような設定は

できません。 

（7） 観察条件の設定 

観察地点の選択 

観察条件（フィルター選択、倍率選択、光量調整、露光時間設定など）の設定と、Jog

操作によるステージ移動、フォーカス操作をします。 

MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時は、ウェル切替えボタンが表示されます。ウェル

切替えボタンをクリックすることで、Live 観察画像が選択したウェルの表示に切り替

わります。 

（8） タイムラプス実施 

ポイント登録ボタン  

すべての観察条件を選択した後、タイムラプス実施ポイント登録ボタ

ンをクリックすると、選択した条件がタイムラプス実施計画に登録さ

れます。 

既存の観察ポイントの観察条件を変更した場合は、設定内容を上書き

します。最大 99 ポイントまで登録できます。 

25 



第 3 章 New time-lapse setting 画面 

 

3.1.1 タイムラプスの確認ダイアログ 

Start time-lapse ボタン（  ）をクリックすると、このダイアログが表示されます。 

 

図 3.1-2 Confirmation window 

表 3.1-2 タイムラプスの確認機能 

名称 機能 

Start time-lapse ボタン Windows 標準の Save as ダイアログボックスが表示されます。 

タイムラプス結果ファイルの名称を入力して Save ボタンをクリックすると、表示が自動

的に Time-laps images in process 画面に切り替わり、タイムラプスが開始されます。

Back to setting ボタン タイムラプスの実行を中止し、New time-lapse setting 画面に戻ります。 
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3.1.2 観察ポイント確認表示 

観察領域全体の中で、登録済みの観察ポイントの位置と現在の視野の位置が確認できます。 

この表示内をマウスポインターでクリックすると、クリックしたポイントにステージが移動します。 

MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時には、表示欄右側にウェル切替えタブが表示されます。ウェル切替えタブをクリッ

クして、各ウェルに登録した観察ポイントを表示させることができます。 

 

   

ウェル切替えタブ 

設定した観察ポイントが、ごく

近くにある場合や、同一の XY

座標にある場合には、番号の横

に「. . .」が表示されます。 

この図では、1～5 までの観察

ポイントが重なった位置にあ

ることを表しています。 

図 3.1-3 観察ポイント確認表示 

表 3.1-3 観察ポイント確認表示機能 

名称 機能 

登録済み観察ポイント 登録されている観察ポイントは、青色の四角で表示します。 

四角の上の数字が Points タブに表示される観察ポイントの番号と符合しています。 

Live 画像表示範囲 赤色枠の四角が視野を表し、Live 観察画像として表示します。 

中心の XY 座標値を表示します。 
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3.1.3 タイムラプス実施計画の表示（Pointsタブ） 

 

図 3.1-4 Points タブ 

表 3.1-4 Points タブの機能 

名称 機能 

観察ポイント表示 観察ポイントに設定されている観察条件（フィルター名、露光時間、倍率）を表示します。チ

ェックボックス横の番号は、登録された順番を示すポイント番号です。MOT チャンバー 

BS-IM-MC 搭載時は、登録順の番号の前にウェル番号がつきます。 

タイムラプス実施時には、チェックボックスにチェックの入ったポイントのみが観察の対象と

なります。 

観察ポイントの表示をクリックすると、Point information ダイアログが表示され、観察条件

の詳細確認、削除ができます。 

Delete ボタン 
選択されている観察ポイントを削除します。 

削除確認のダイアログが表示され、OK ボタンをク

リックすると観察ポイントが削除されます。 

Cancel ボタンをクリックすると、削除せずに

Points タブに戻ります。 
 

図 3.1-5 削除確認ダイアログ 

Clear ボタン 設定されている観察ポイントをすべて削除します。

全削除確認のダイアログが表示され、OK ボタンを

クリックすると設定されている観察ポイントがす

べて削除されます。 

Cancel ボタンをクリックすると、削除せずに

Points タブに戻ります。 

 

図 3.1-6 全削除確認ダイアログ 

Load ボタン 既存のタイムラプス実施計画ファイルを読み込みます。 

Save ボタン 登録した観察ポイント、観察条件、タイムラプス実施時間をタイムラプス実施計画ファイルと

して保存します。 

警告マーク 設定されているタイムラプス実施時間が実行不可能な場合、あるいはコントロール PC

のハードディスク容量が不足している場合に、このマークが表示されます。 
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 観察条件の確認／削除  

Points タブに表示されている観察ポイントをクリックすると、Point information ダイアログが表示されます。 

使用するフィルターと倍率の組合せごとに、観察条件の設定内容が確認できます。 

 

図 3.1-7 Point information ダイアログ 

表 3.1-5 観察条件の確認／変更／削除機能 

名称 機能 

Go ボタン 表示中の設定内容を変更します。 

クリックすると、観察条件の設定表示部に設定内容が適用され、各観察条件の変更ができます。

Delete ボタン 
選択されている観察ポイントを削除します。 

削除確認のダイアログが表示され、OK ボタンをクリッ

クすると観察ポイントが削除されます。 

Cancel ボタンをクリックすると、削除せずに Point 

information ダイアログに戻ります。 
 

図 3.1-8 削除確認ダイアログ 

Close ボタン Point information ダイアログを閉じます。 

観察ポイントごとにコメントを登録・編集します。 

コメント編集ボタンをクリックすると、コメント編集ダイアログが表示され、コメン

トの登録・編集ができます。 

コメント編集 

ボタン 

 

コメントを入力後、Apply ボタンをクリック

するとコメントが登録されます。 

Apply ボタンをクリックせずに Close ボタン

をクリックすると、入力したコメントは反映

されず、コメント編集ダイアログを閉じます。

登録したコメントは、観察ポイントをダブル

クリックしたときにポップアップ表示されま

す。 
 

図 3.1-9 コメント編集ダイアログ 
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3.1.4 タイムラプス実施計画の表示（Timeタブ） 

タイムラプス実施時間設定時にストリーム設定を行った場合は、Time タブの表示は Stream に変わります。 

 

図 3.1-10 Time タブ 

表 3.1-6 Time タブの機能 

名称 機能 

タイムラプス実施 

時間表示 

タイムラプス実施時の撮影インターバル時間、総撮影時間、ラウンド数を表示します。 

タイムラプス実施時間の表示をクリックすると、Timelapse ダイアログ（設定変更用）が表示

され、撮影インターバル時間、総撮影時間の設定変更と削除ができます。 

Delete ボタン 選択されているタイムラプス実施時間の設定を削除しま

す。 

削除確認のダイアログが表示され、OK ボタンをクリック

するとタイムラプス実施時間が削除されます。 

Cancel ボタンをクリックすると、削除せずに Time タブに

戻ります。 
 

図 3.1-11 削除確認ダイアログ 

New ボタン 新規にタイムラプス実施時間を設定します。 

Timelapse ダイアログ（新規登録用）が表示されます。 

Clear ボタン 設定されているタイムラプス実施時間の設定をすべて削除

します。 

全削除確認のダイアログが表示され、OK ボタンをクリッ

クすると設定されているタイムラプス実施時間がすべて削

除されます。 

Cancel ボタンをクリックすると、削除せずに Time タブに

戻ります。 

 

図 3.1-12 全削除確認ダイアログ

Load ボタン 既存のタイムラプス実施計画ファイルを読み込みます。 

Save ボタン 登録した観察ポイント、観察条件、タイムラプス実施時間をタイムラプス実施計画ファイルと

して保存します。 

 

 タイムラプス実施時間は複数種登録できます。 

本ソフトウェアでは、異なった総撮影時間、撮影インターバル時

間のタイムラプス実施時間を複数登録することができます。 

タイムラプス実行時には、複数登録されているタイムラプス実施

時間の上段より順次、自動でタイムラプスを実行します。 

なお、タイムラプス実行中であっても、新たなタイムラプス実施

時間を追加することや、未実行のタイムラプス実施時間の変更や

削除をすることもできます。 

図 3.1-13 Time タブ 
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 タイムラプス実施時間の変更／削除  

Time タブに表示されているタイムラプス実施時間をクリックすると、Timelapse ダイアログ（設定変更用）が表示され

ます。 

 

図 3.1-14 Timelapse ダイアログ（設定変更用） 

表 3.1-7 タイムラプス実施時間の変更／削除機能 

名称 機能 

Acquisition cycle タイムラプス実施時の撮影インターバル時間を設定します。 

設定単位は入力欄右横のプルダウンメニューから選択します。 

Total time タイムラプスの総撮影時間を設定します。 

設定単位は入力欄右横のプルダウンメニューから選択します。 

Rounds ラウンド数が表示されます。 

この値は総撮影時間とインターバル時間の設定値から自動的に算出され、表示されます。 

Apply ボタン タイムラプス実施時間の設定を、ここで設定した値に変更します。 

Delete ボタン 
選択されているタイムラプス実施時間の設定を削除します。

削除確認のダイアログが表示され、OK ボタンをクリックす

るとタイムラプス実施時間が削除されます。 

Cancel ボタンをクリックすると、削除せずに Timelapse ダ

イアログに戻ります。 
 

図 3.1-15 削除確認ダイアログ

Close ボタン タイムラプス実施時間の設定をキャンセルして、ダイアログを閉じます。 

 

 タイムラプス実施時間の新規登録  

Time タブの New ボタンをクリックすると、Timelapse ダイアログ（新規登録用）が表示されます。 

撮影インターバル時間、総撮影時間の設定内容は、設定変更用のダイアログと同じです。 

タイムラプス実施時間設定後、Add ボタンをクリックすると、設定内容が登録されます。 

 

図 3.1-16 Timelapse ダイアログ（新規登録用） 
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 ストリーム撮影時のタイムラプス実施時間の新規登録  

ストリーム設定が行える条件を満たすと、Timelapse ダイアログ（新規登録用）にストリーム設定欄が表示されます。 

ストリーム撮影のタイムラプス実施時間設定後、Add ボタンをクリックすると、設定内容が登録されます。 

 ストリーム設定の制限事項 

ストリーム設定を行う場合は以下の観察条件にしてください。以下の条件以外では、Timelapse ダイアログに

Stream setting 欄が表示されません。 

・ Exposure time（露光時間）は、1 秒未満にする。 

・ フィルターと対物レンズは、それぞれ 1 種類のみとする。 

・ Z 方向に複数の観察ポイント（Z-stack）を指定しない。 

 

 

図 3.1-17 Timelapse ダイアログ（ストリーム観察用） 

表 3.1-8 ストリーム撮影時のタイムラプス実施時間の登録機能 

名称 機能 

Acquisition cycle タイムラプス実施時の撮影インターバル時間を設定します。 

設定単位は入力欄右横のプルダウンメニューから選択します。 

Total time タイムラプスの総撮影時間を設定します。 

設定単位は入力欄右横のプルダウンメニューから選択します。 

Stream blocks ストリームブロック数が表示されます。 

この値はストリーム時間、総撮影時間とインターバル時間の設定値から自動的に算出され、表

示されます。 

※Stream setting で撮影する動画撮影単位を本製品ではストリームブロックと呼びます。 

Stream setting ここにチェックを入れることで、ストリーム設定が有効になります。 

Stream time ストリーム撮影時間を設定します。（設定範囲：1～3600sec） 

Add ボタン 設定した値をタイムラプス実施時間として設定します。 

Close ボタン タイムラプス実施時間の設定をキャンセルして、ダイアログを閉じます。 

 

 ストリーム撮影時の注意事項 

・ Stream でタイムラプスを実行したときは、ファイルサイズが大きくなります。 

タイムラプス実行前にコントロール PC 内のハードディスクの空き領域を十分に確保してください。 

・ Stream での画像取得では、すべての Stream Block で必ずしも同じフレーム数とならないことがあります。
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3.1.5 タイムラプス実施計画の表示（Cell name etc...タブ） 

 

図 3.1-18 Cell name etc...タブ 

表 3.1-9 Cell name etc...タブの機能 

名称 機能 

Sample name 

Cell name 

User name 

サンプル名、細胞名、観察者の名前を表示します。 

いずれかの名称入力欄をクリックすると、Cell name etc...ダイアログが表示され、名称の入

力、変更、削除ができます。 

この内容は入力されていなくてもタイムラプスは実施できます。 

なお、ここで入力した情報は、保存された画像や動画中に表示できます。 

Dimension Preferences ダイアログで Hi-Q4（フィルムボトム 4 分割ディッシュ）を設定している場合

に表示されます。MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時は、Hi-Q4（フィルムボトム 4 分割デ

ィッシュ）に対応していないため、Dimension 欄は表示されません。 

（参照：1.3.4 基本設定） 

Dimension 欄をクリックすると、Dimension ダイアログが表示され、First quadrant～

Fourth quadrant に名称を入力、変更、削除ができます。 

Load ボタン 既存のタイムラプス実施計画ファイルを読み込みます。 

Save ボタン 登録した観察ポイント、観察条件、タイムラプス実施時間をタイムラプス実施計画ファイルと

して保存します。 
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 タイムラプス付帯情報の入力  

Cell name etc...タブの Sample name/Cell name/User name の入力欄をクリックすると、Cell name etc...ダイアロ

グが表示されます。 

 

図 3.1-19 Cell name etc...ダイアログ 

表 3.1-10 タイムラプス付帯情報の入力機能 

名称 機能 

Sample name 

Cell name 

User name 

サンプル名、細胞名、観察者の名前（任意の文字列）を入力します。 

Apply ボタン 入力した名称を登録します。 

Close ボタン 入力した名称を登録せずに、ダイアログを閉じます。 

 

 

 フィルムボトム 4 分割ディッシュの名称入力  

Cell name etc...タブの Dimension 欄をクリックすると、Dimension ダイアログが表示されます。 

 

図 3.1-20 Dimension ダイアログ 

表 3.1-11 Dimension ダイアログの入力機能 

名称 機能 

First quadrant 

Second quadrant 

Third quadrant 

Fourth quadrant 

フィルムボトム 4 分割ディッシュの各部屋に付ける名前（任意の文字列）を入力します。 

Apply ボタン 入力した名称を登録します。 

Close ボタン 入力した名称を登録せずに、ダイアログを閉じます。 
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3.1.6 タイムラプス実施計画の表示（Z stackタブ） 

XY 座標が同一の観察ポイントで、Z 方向に複数の観察ポイントを設定するときにこの機能を使用します。なお、Z stack

を設定すると設定情報が保持され、次回以降の設定時に前回設定した内容が表示されます。 

Time タブでストリーム設定を行った場合は、Z stack タブは非表示になります。 

 

図 3.1-21 Z stack タブ 

表 3.1-12 Z stack タブの機能 

名称 機能 

Register points with 

Z-stack 

ここにチェックを入れることで、この機能が有効になります。また、Time-lapse images 

in process画面とTime-lapse images Acquired画面にZ-stack表示操作部が表示され

ます。 

Step Z 方向の移動距離（ステップ幅）を設定します。 

キーボードからの数値入力ができます。（最小単位：0.05μm） 

スピンドルボタンでも値を上下できますが、このときの単位は 0.1μm になります。 

Independent steps ここにチェックを入れることで、Up 欄が有効になります。 

Down／Up Z 方向への移動回数（ステップ回数）を設定します。 

キーボードからの数値入力ができます。 

スピンドルボタンでも 1 ずつ値を上下できます。（設定範囲：1～49 ステップ） 

Z stack は最大 99 ステップ（現在の観察ポイント＋Down/Up 各 49 ステップ）まで設

定できます。 

From／To Z 方向への最大移動距離（プラス方向、マイナス方向）が表示されます。 

設定されたステップ幅とステップ数により、自動的に算出されて表示されます。 

 

同一観察地点の Z 位置ごとに選択している全フィルターで撮影します。 

同一観察地点での各フィルター画像を短時間で取得する場合に選択しま

す。撮影ごとにフィルターを切り替えるため、観察時間が長くなります。

Z-stack sequence 

 

選択しているフィルターごとに Z 方向の観察画像をまとめて撮影します。

フィルターの切替え回数が少ないため、観察を短時間で行いたい場合に選

択します。 

Load ボタン 既存のタイムラプス実施計画ファイルを読み込みます。 

Save ボタン 登録した観察ポイント、観察条件、タイムラプス実施時間をタイムラプス実施計画ファイ

ルとして保存します。 

 

 Z-stack の注意事項 

・ ポイントを登録した後で  と  の設定を入れ換えると、全ポイントの Zstack シーケン

スが変更されます。 

・ 本ソフトウェアでは、Z 方向に設定した観察ポイントでの連続再生はできません。 
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 Z stack で登録した観察ポイントの Z 位置表示  

Z stack によって設定された観察ポイントの Point information ダイアログでは、Z 位置が次のように表示されます。 

基準値（マイナス側絶対値 － プラス側絶対値, ステップ数） 

 

図 3.1-22 Z 位置の表示 
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3.1.7 観察条件の設定／編集（観察フィルター／観察倍率の選択／Z stackの編集） 

 

図 3.1-23 観察条件の設定／変更 

表 3.1-13 観察条件の設定／変更機能 

名称 機能 

タイムラプス実施 

ポイント登録ボタン 
 

観察ポイント、観察条件をタイムラプス実施計画に登録します。 

既存の観察ポイントの観察条件を変更した場合は、設定内容を上書きしま

す。 

New point 新規の観察ポイントに対して、観察条件を登録するときに選択します。 新規登録／設定変更 

選択メニュー For point 既存の観察ポイントに設定されている観察条件を変更するときに選択します。

フィルター選択 

チェックボックス 
チェックボックスにより、タイムラプスに使用するフィルターを選択します。 

選択したフィルターの画像が表示されます。 

選択されているフィルターのボタンには青い枠が付きます。 

エルゴコントローラーの観察方法切替えスイッチでも同様の操作が可能です。 

 

位相差観察用、顕微鏡に内蔵の赤色 LED 照明による透過光観察となります。

蛍光フィルターは使用されません。 

フィルター選択ボタン 

  

蛍光観察用、外部光源の水銀ランプ照明による蛍光観察となり、選択された

フィルターが適用されます。なお、このボタンは HG プリセンターファイバ

ー光源が接続されて、電源が ON の状態でなければ表示されません。 

倍率選択 

チェックボックス 
チェックボックスにより、タイムラプスに使用する倍率を選択します。 

倍率選択ボタン 

 

観察に使用する倍率を選択します。エルゴコントローラーの倍率切替え

（UP/DOWN）スイッチでも同様の操作が可能です。 

 

 観察条件の設定／観察ポイントの移動とフォーカス操作について 

観察条件の設定と、Jog による観察ポイントの選択、フォーカス操作については

Live observation 画面と同様の操作になります。 

参照ページ：第 2 章 Live observation 画面 

2.2 観察条件の設定（フィルター選択／倍率選択／モード選択／Z 位置／保存）

2.3 観察条件の設定（フォーカスモード／自動露出／設定ファイル読込／光量／

露光時間／ゲイン／解像度） 

2.4 観察ポイントの移動とフォーカス操作 
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 Z stack の編集  

既存の観察ポイントの Z stack を編集する際の手順について説明します。 

なお、タイムラプス開始後は変更できませんのでご注意ください。 

(1) Z stack の編集をしたい観察ポイントを表示さ

せます。 

新規登録／設定変更選択メニューから、編集する観察ポ

イントを選択します。 

 

 

 

図 3.1-24 観察ポイントの選択 

(2) Z stack タブに切り替え、Z stack の編集をし

ます。 

 

 

 

図 3.1-25 Z stack タブ 

(3) タイムラプス実施ポイント登録ボタンをクリッ

クし、変更した設定条件を確定します。 

 

図 3.1-26 設定条件の確定 
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3.2 Wide field画面 

観察ポイントや観察条件を設定する際、試料に励起光を照射したままの状態で行うと、試料の劣化が早まります。 

そこで、あらかじめ取り込んだタイリング画像を使用して、観察ポイントや観察条件を設定します。 

Wide field 画面では光量やフォーカスなどの調整はできません。事前に Live 画面で調整しておく必要があります。 

 

（8）（1） 

（2） 

（9）（3） 

（4）
（10）

（6）
 
（7）

 
（11）（5） 

図 3.2-1 New time-lapse setting 画面（Wide field 画面） 

表 3.2-1 Wide field 画面の機能概要（1/2） 

名称 機能概要 

（1） 表示切替えボタン Live 画面と、Wide field 画面を切り替えます。 

（2） 観察地点確認表示 カレントポインターの位置は、赤色枠の四角で表示します。登録された観察ポイント

は、青色の四角で表示します。 

（3） 画像取込み／解除ボ

タン 
タイリング画像の取込みと解除をします。 

（4） タイリング画像表示 タイリング画像として取り込まれた画像を表示します。カレントポインターは、黄色

枠の四角で表示します。登録された観察ポイントは、青色枠の四角で表示します。 

（5） 画像補正ボタン トーンカーブ補正を設定します。 

トーンカーブ補正の操作については、Live observation 画面のものと同じです。 

（6） 部分拡大表示 虫メガネボタンをクリックしてタイリング画像上にマウスポインターをドラッグする

と、プルダウンメニューで選択されている拡大率により、部分的に拡大表示します。 

（7） クロスライン表示 

チェックボックス 

Preference ダイアログで Hi-Q4（フィルムボトム 4 分割ディッシュ）を設定すると、

クロスライン表示のチェックボックスが表示されます。 

このチェックボックスを ON にすることで十字線が表示され、本ソフトウェアはこの

十字線に従って 1～4 の象限を判別します。 
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表 3.2-1 Wide field 画面の機能概要（2/2） 

名称 機能概要 

（8） タイムラプス開始 

ボタン 

タイムラプスを開始します。 

タイムラプス開始の確認ダイアログ（Confirmation window）が表示されます。 

（9） タイムラプス実施 

計画の表示 
各タブの表示と機能は、Live 画面のものと同じです。 

（10） 観察条件の設定 

観察地点の選択 

フィルターの選択と表示倍率の切替えができます。 

また、タイリング画像が拡大表示により画像全体が表示されていないとき、タイリン

グ画像をスクロール移動できます。 

（11） Wide field 画像の 

保存ボタン 

範囲選択した観察領域を結合し、1 枚の Wide field 画像として保存します。 

このボタンをクリックすると、名前をつけて保存ダイアログが表示されます。 

画像の保存形式は、TIFF／JPEG／BMP／PNG が選択できます。（画像の保存解像

度は固定です。） 

なお、結合した Wide field 画像は、Wide field の 1 領域以下のサイズに収まるように

長辺を基準に縮小されます。 

（例：2×2 マスの観察領域を選択した場合、結合後の画像の一辺が元のサイズの 1

マスの長辺と同じ長さになるように縮小されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

同じ長さ 

結合した Wide 

field 画像 

選択した領域（2×2 マス）
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3.2.1 観察ポイント確認表示 

観察領域全体の中で、カレントポインター、登録済み観察ポイント、現在の画像表示領域が確認できます。  

  

図 3.2-2 観察ポイント確認表示（表示倍率：左＝Full／中＝2x／右＝4x） 

表 3.2-2 観察ポイント確認表示機能 

名称 機能 

観察ポイント 登録された観察ポイントは、青色の四角で表示します。 

四角の上の数字が Points タブに表示される観察ポイントの番号と符合しています。 

カレントポインター 赤色枠の小さい四角がカレントポインター（タイリング画像表示上では黄色枠の四角）を現し、

中心の XY 座標値を表示します。 

観察したいポイントをマウスポインターでクリックすると、カレントポインターがその位置に

移動します。 

画像表示領域 紫色枠の大きい四角がタイリング画像表示の表示領域を表しています。 

表示倍率が Full の場合は、タイリング画像全域が表示されるため、紫色枠は表示されません。

 

MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時は、表示欄右側にウェル切替えタブが表示されます。ウェル切替えタブをクリック

して、各ウェルに登録した観察ポイントを表示させることができます。 

 

ウェル切替えタブ 

図 3.2-3 MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時の観察ポイント確認表示（表示倍率：Full） 
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3.2.2 タイリング画像の取込みと解除 

観察領域をタイリング画像として取り込みます。 

 

図 3.2-4 タイリング画像表示 

表 3.2-3 タイリング画像の取込みと解除機能 

名称 機能 

 タイリング画像の取込みを解除します。 

 
マウスポインターにより選択した範囲のみを、タイリング画像として

取り込みます。（下左図参照） 

画像取込み 

／解除ボタン 

 
すべての範囲をタイリング画像として取り込みます。（下右図参照）

青色枠の四角 登録済みの観察ポイント 

枠内には観察ポイントの番号を表示します。 

黄色枠の四角 カレントポインター、このポインターにより観察ポイントを指定します。 

スクロールバー タイリング画像を拡大表示させたときに、表示をスクロールさせます。 

 

  

図 3.2-5 タイリング実行中（左＝Browse／右＝Browse all） 
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 選択範囲のみの画像を取り込む場合  

(1) 取込み範囲を指定します。 

タイリング画像表示部をマウスポインター（左クリック

＋ドラッグ）で範囲指定します。 

(2) Browse ボタンをクリックします。 

範囲選択した観察領域の画像取込みが開始します。 

画像取込み中は、Browse ボタンの表示が＂Browse 

cancel＂となり、画像取込み中にこのボタンをクリック

すると、画像の取込みを中止できます。 

(3) 複数の範囲を指定する場合は、繰り返し取込み

範囲を指定して Browse ボタンをクリックしま

す。 

 

 

図 3.2-6 画像取込み範囲指定 

（2）

（1）

 観察領域すべての画像を取り込む場合  

(1) Browse all ボタンをクリックします。 

観察領域すべての画像取込みが開始します。 

画像取込み中は、Browse all ボタンの表示が＂Browse 

cancel＂となり、画像取込み中にこのボタンをクリック

すると、画像の取込みを中止できます。 

 

図 3.2-7 画像取込み開始 

（1）
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3.2.3 観察条件の設定／ステージ移動 

 

ジョグダイヤル 

図 3.2-8 観察条件の設定 

表 3.2-4 観察条件の設定／ステージ移動機能（1/2） 

名称 機能 

タイムラプス実施 

ポイント登録ボタン  

観察ポイント、タイリング画像取込み時の観察条件をタイムラプス実施計画

に登録します。 

フィルター選択 

チェックボックス 
チェックボックスにより、タイリングで取り込む画像に使用するフィルターを選択します。 

選択したフィルターの画像が表示されます。 

フィルターを同時に複数選択すると、選択したフィルターの重ね合わせ画像が表示されます。

画像の取込み中には、表示の切替えはできません。 

タイリング画像の取込み時に選択されていないフィルターは選択できません。 

選択されているフィルターのボタンには青い枠が付きます。 

エルゴコントローラーの観察方法切替えスイッチでも同様の操作が可能です。 

 

位相差観察用、顕微鏡に内蔵の赤色 LED 照明による透過光観察となります。

蛍光フィルターは使用されません。 

フィルター選択 

ボタン 

  

蛍光観察用、外部光源の水銀ランプ照明による蛍光観察となり、選択された

フィルターが適用されます。なお、このボタンは HG プリセンターファイバ

ー光源が接続されて、電源が ON の状態でなければ表示されません。 

倍率選択 Wide field 画面の場合、倍率は 20x で固定となり、倍率の切替えはできません。 

Wide field 画像のポ

イント一括登録チェ

ックボックス 

 

Wide field 画面で選択した観察領域（青枠）を一括でポイント登録します。

チェックを入れた状態でタイムラプス実施ポイント登録ボタンをクリックす

ると、選択した領域（青枠）のポイントを一括で登録します。 

ポイントの登録順は、左上→右上→左下→右下の順で行います。 

なお、登録する観察ポイントが 99 ポイントを超える場合や、選択した領域

が登録済みの Wide field 領域と重なる場合（XY 座標が完全一致する場合の

み）は一括登録できません。 
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表 3.2-4 観察条件の設定／ステージ移動機能（2/2） 

名称 機能 

画像表示倍率選択 

ボタン 

タイリング画像の表示倍率を選択します。 

Full： 観察領域全体の画像が表示されます。 

2x： 画像が 2 倍対物相当の視野に拡大されて表示されま

す。 

4x： 画像が 4 倍対物相当の視野に拡大されて表示されま

す。 

20x： タイリング画像 1 枚分の画像が表示されます。 

40x： 画像が 40 倍対物相当の視野に拡大されて表示されま

す。 

80x： 画像が 80 倍対物相当の視野に拡大されて表示されま

す。 

粗動 
ジョグダイヤル 

 微動 

タイリング画像が拡大表示により画像全体が表示されていないとき、Jog 操

作によりタイリング画像をスクロール移動できます。 

センター部には、カレントポインターの XY 座標値が表示されます。 

エルゴコントローラーの X、Y ステージハンドルでも同様の操作が可能です。

ウェル切替えボタン 

 

このボタンは MOT チャンバー BS-IM-MC 搭載時にのみ表示されます。 

クリックすることで、ガラスボトム 4 連ディッシュの観察するウェルを切り

替えることができます。 

 

 



 

 
Time-lapse images in process 画面4 

4  
 

タイムラプス実施中の途中経過を観察する画面です。タイムラプスが開始されると自動的にこの画面が表示されます。 

ボタン操作によりこの画面を表示させることはできません。 

Time-lapse images in process 画面の表示には「Channels」と「Points」の 2 種類があります。 

表 4.0-1 Channels 表示と Points 表示 

項目 機能 

Channels 1 つの観察ポイントに対して 4 つの画像表示エリアを使用して、同時に 3 種類のフィルター

画像および、その重ね合わせ画像、Ratio 画像が観察できます。 

Points 1 つの観察ポイントに対して 1 つの画像表示エリアを使用して、各フィルターおよび、その重

ね合わせ画像を切り替えて表示します。 

この表示の場合、最大 4 つの観察ポイントを同時に観察することができます。 

 

4.1 Channels表示 

（3） （4） （5） 

 

図 4.1-1 Time-lapse images in process 画面（Channels） 

表 4.1-1 Time-lapse images in process 画面（Channels）の機能概要（1/3） 

名称 機能概要 

（1） 表示切替えボタン Channels 画面と、Points 画面を切り替えます。 

（2） 画像の倍率表示と 

拡大／縮小ボタン 

現在表示されている画像が、原画像サイズ（解像度）の何パーセントになっているか

を表示します。また虫メガネボタンで画像の拡大／縮小ができます。 

（3） スクロールモード 

ボタン 

画像の拡大表示中にこのボタンをクリックして、画像上でマウスポインターをドラッ

グすると、画像を任意にスクロールできます。 

（1） 

（7） （8）

（9） （10）

（13）

（14）

（15）

（17）

（18）

（11） 

（12） 

（2） （6）

（16）
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表 4.1-1 Time-lapse images in process 画面（Channels）の機能概要（2/3） 

名称 機能概要 

（4） クリッピングボタン 画像表示エリアの画像切取りをします。ボタンをクリックし、クリッピング機能のオ

ン/オフを切り替えます。 

（5） 倍率選択ボタン 現在観察に使用されている倍率を表示します。 

（6） Z-stack 表示操作部 New time-lapse setting 画面の Z stack タブで Register points with Z-stack にチ

ェックを付けた場合に、この Z-stack 表示操作部が表示されます。 

プルダウンメニューには撮影された画像の Z 座標が表示され、選択することでタイム

ラプス観察画像の表示を切り替えます。スライドバーを使って撮影された Z 座標ごと

の画像表示に切り替えることもできます。 

（7） タイムラプス観察 

画像表示（Ph） 

タイムラプス実行中の位相差観察画像を表示します。 

観察条件に位相差フィルターが選択されていないときは表示されません。 

（8） タイムラプス観察 

画像表示（Fl1） 

タイムラプス実行中の蛍光観察画像を表示します。 

観察条件に蛍光フィルター（Fl1）が選択されていないときは表示されません。 

（9） タイムラプス観察 

画像表示（Fl2） 

タイムラプス実行中の蛍光観察画像を表示します。 

観察条件に蛍光フィルター（Fl2）が選択されていないときは表示されません。 

フィルターを同時に複数選択すると、選択したフィルターの重ね

合わせ画像が表示されます。 

 タイムラプス実行中の Ratio 画像を表示します。 

（10） タイムラプス観察 

画像表示（Multi Ch）

 
Ratio 画像の設定をします。 

Ratio setting ダイアログが表示されます。 

（11） 輝度値グラフ表示 タイムラプス実施中の輝度変化をグラフ表示します。 

グラフラインの色は、各フィルターに割り当てられている色と符合します。 

（12） タイムライン表示 

画像再生操作 

スライドバーによりタイムラプスの進捗が確認できます。スライドバー左右のボ

タンをクリックすると、ラウンドごとのステップ再生／逆再生ができます。 

また、撮影画像の再生操作（一時停止／標準再生／早送り再生／スロー再生／スロー

逆再生／部分リピート再生）や、任意のポイントにマークが付与できます。 

（13） 観察地点確認表示 タイムラプス実行中のポイントは、黄色い四角で表示します。 

登録された観察ポイントは、青色の四角で表示します。 

Points タブ 観察ポイントに設定されている観察条件（フィルター名、露光時間、

倍率）を表示します。 

観察ポイントの表示をクリックすると、Point information ダイアロ

グが表示され、観察条件の詳細確認ができます。 

Stop ボタンで、実行中のタイムラプスを停止できます。 

Time タブ タイムラプス実施時の撮影インターバル時間、総撮影時間、ラウンド

数を表示します。 

タイムラプス実施時間の表示をクリックすると、Timelapse ダイアロ

グが表示され、タイムラプス実施時間の設定変更と削除ができます。

New ボタンで、タイムラプス実施時間を新規に追加できます。 

（14） タイムラプス実施 

計画の表示 

Cell name 

etc...タブ 

タイムラプスの付帯情報を入力します。 

入力できる情報は、「Sample name」「Cell name」「User name」

の 3 項目です。いずれかの名称入力欄をクリックすると、Cell name 

etc...ダイアログが表示され、名称の入力、変更、削除ができます。 

（15） タイムラプス実施 

経過の表示 

タイムラプスの時間／開始／終了予定時刻、ラウンド数、経過時間、および温度変化

のロググラフ等を表示します。 
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表 4.1-1 Time-lapse images in process 画面（Channels）の機能概要（3/3） 

名称 機能概要 

（16） サチレーションの 

発生警告アイコン 

 

タイムラプス中にサチレーションが発生した場合、このアイコンが表示され

ます。 

（隣り合った 2 ピクセル以上が連続で最大輝度となった場合にサチレーシ

ョンと判断されます。） 

アイコンをクリックするとサチレーション情報画面が表示されます。 

アイコンは一度表示されると、サチレーションが解消されても表示され続け

ます。 

（17） 印刷ボタン タイムラプスの実施によって撮影された画像を印刷します。 

Print ダイアログが表示されます。 

タイムラプスの実施によって撮影された画像を画像ファイルに保存します。 

クリッピングエリアが設定されている場合は、クリッピング画像の保存確認ダイアロ

（18） 保存ボタン 

グが表示され、OK ボタンをクリックすると Save 

image ダイアログが表示されます。 

Cancel ボタンをクリックすると、保存を中止して

Time-lapse images in process 画面に戻ります。 

クリッピングエリアが設定されていない場合は、この

ダイアログは表示されずに、Save image ダイアログ

が表示されます。 
図 4.1-2 保存確認ダイアログ

 

 

4.1.1 画像の倍率表示と拡大／縮小 

 

図 4.1-3 画像の倍率表示 

表 4.1-2 画像の倍率表示と拡大／縮小機能 

名称 機能 

倍率表示 現在表示されている画像が、原画像サイズ（解像度）の何パーセントになっているかを表示します。 

拡大／縮小 

ボタン  
これらのボタンをクリックすると、画像表示が 5%ずつ拡大または縮小されます。 

拡大／縮小 

メニュー 

倍率表示右横の▼ボタンをクリックすると、拡大縮小の倍率選択メニューが表示され

ます。表示される倍率を選択すると、画像表示がその倍率に拡大または縮小されます。
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4.1.2 拡大された画像のスクロール 

 

図 4.1-4 スクロールモードボタン 

表 4.1-3 拡大された画像のスクロール機能 

名称 機能 

スクロール 

モードボタン 

画像の拡大表示中にこのボタンをクリックして、画像上でマウスポインターをドラッグすると、画

像を任意にスクロールできます。 

このボタンおよび、クリッピングボタンがクリックされていない状態のときに画像上でマウスポイ

ンターをドラッグすると、ROI エリアの描画になります。 

 

 

4.1.3 表示画像の切り抜き範囲設定 

 

図 4.1-5 クリッピングボタン 

表 4.1-4 表示画像の切り抜き範囲設定機能 

名称 機能 

表示画像の切り抜き範囲（クリッピングエリア）を設定します。 

画像表示エリアの任意の位置を、マウスポインターで範囲選択（左クリック＋ドラッグ）すること

により、画像の切り抜き範囲が設定できます。 

1 つの画像エリアで実行すると、他 3 つの画像エリアの同じ位置も同時にクリッピングエリアが設

定されます。なお、クリッピングエリアを設定した画像については、設定した範囲の画像（クリッ

ピング画像）のみが保存されます。 

再度クリッピングボタンをクリックすると、クリッピング機能が解除されます。 

クリッピング 

ボタン 

クリッピングエリアを右クリックしてサブメニューから「Delete」

を選択するか、クリッピングエリア選択後、キーボードの Delete

キーを押すと、削除の確認ダイアログが表示されます。 

OK ボタンをクリックすると、設定したクリッピングエリアが取り

消されます。 
 

図 4.1-6 削除確認ダイアログ

 

 クリッピング機能で画像の切り抜き範囲を設定した場合の保存 

クリッピングエリアを設定した場合、保存ボタンをクリックすると、クリッピン

グ画像の保存確認ダイアログが表示されます。 

OK ボタンをクリックすると、クリッピングエリアを設定した画像については、

クリッピング画像が保存されます。なお、クリッピングエリアを設定していない

画像については、表示画像がそのまま保存されます。 
図 4.1-7 保存確認ダイアログ
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4.1.4 倍率選択ボタン 

 

図 4.1-8 倍率選択ボタン 

表 4.1-5 倍率選択機能 

名称 機能 

倍率選択ボタン 現在実行中のタイムラプスに使用されている倍率を表示します。 

 

 

4.1.5 Z-stack表示操作部 

 

Z-stack sequence アイコン 

図 4.1-9 Z-stack 表示 

表 4.1-6 Z-stack 表示機能 

名称 機能 

Z-stack sequence

アイコン 
タイムラプス中の観察ポイントの Z-stack 処理方法をアイコンで表示します。 

プルダウンメニュー 現在表示されている画像の Z 座標を表示します。プルダウンメニューには撮影された画像の Z

座標が表示され、選択することでタイムラプス観察画像の表示を切り替えます。 

スライドバー 基準の観察ポイントを中心に、プラス側またはマイナス側に Z 座標を切り替えて画像を表示し

ます。 

Z focus mark 

ボタン  

スライドバーを切り替えて表示させた最適な画像をフォーカスポイントとして登

録します。 

Z focus graph 

ボタン  

Z focus graph ダイアログを表示します。Z focus mark ボタンで登録したポイ

ントをグラフで確認することができます。 
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 フォーカス位置のグラフ表示  

Z focus graph ボタン（  ）をクリックすると、Z focus graph ダイアログが表示されます。 

 

図 4.1-10 Z focus graph ダイアログ 

表 4.1-7 フォーカス位置のグラフ表示機能 

名称 機能 

Target Target 表示右横の▼ボタンをクリックすると、観察ポイントの選択メニューが表示されます。

観察ポイントを選択すると、その観察ポイントで登録されたフォーカス位置のグラフが表示さ

れます。 

Close Z focus graph ダイアログを閉じます。 
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4.1.6 タイムラプス観察画像表示（Ph／Fl1／Fl2／Multi） 

タイムラプス実施中の画像を表示します。 

タイムラプス実施計画に設定されていないフィルター（位相差／蛍光）の画像は表示されません。 

 

図 4.1-11 タイムラプス観察画像表示 

表 4.1-8 タイムラプス観察画像表示機能（1/2） 

名称 機能 

観察画像表示 画像表示エリアに各観察画像を表示します。 

フィルターボタン 

 

 

フィルター名と各フィルターボタンなどに割り当てた色を変更します。 

フィルターボタンを右クリックすると、サブメニューが表示されます。 

サブメニューを選択すると、Filter settings ダイアログが表示されます。 

このダイアログでは、各フィルター名の変更、表示カラーの選択ができます。 

また、Filter settings ダイアログでは、蛍光画像の擬似カラーおよび、重ね合わせ

画像の表示カラーを任意の色に設定することもできます。 

スケールバー表示 

ボタン  

観察画像の左下にスケールバーを表示します。 

スケールは 10μm で、0、5、10μm の位置に目盛りが振られます。 

トーンカーブ補正 

自動実行ボタン 

 

オートレンジ設定を実行します。表示す

る輝度値の範囲を自動的に設定します。

画像内の一番高い輝度データ（A）と一番

低い輝度データ（B）を表示する輝度デー

タの上限（C）と下限（D）に設定します。

 

図 4.1-12 輝度値グラフ 

トーンカーブ補正 

実施ボタン  

トーンカーブ補正を手動で設定します。 

トーンカーブ補正設定用の Tone curve adjustment ダイアログを表示します。

トーンカーブ補正 

キャンセルボタン  
適用したトーンカーブ補正をキャンセルして、元の画像に戻します。 

蛍光観察画像（2）

マルチ観察画像蛍光観察画像（1）

位相差観察画像 
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表 4.1-8 タイムラプス観察画像表示機能（2/2） 

名称 機能 

サチレーション 

確認ボタン 
 

サチレーション箇所が赤く表示されます。 

再度クリックすると、サチレーションの確認状態が解除されます。 

本機能は蛍光観察時のみで使用できます。 

輝度スクリーニング 

ボタン  

輝度スクリーニング設定用の Intensity Screening ダイアログを表示します。 

本機能は蛍光観察時のみで使用できます。 

擬似カラー表示 

ボタン 

 

蛍光画像に擬似カラーを表示できます。 

重ね合わせ画像の場合、1 種類の蛍光画像を表示しているときのみこのボタンが表示

され、使用できます。 

このボタンをクリックすると、「サチレーション確認ボタン」「輝度スクリーニング

ボタン」は消えて使用できなくなります。逆に、「サチレーション確認ボタン」「輝

度スクリーニングボタン」のいずれかが選択されていると、このボタンは消えて使用

できなくなります。 

拡大 
画像表示拡大／縮小 

ボタン 

縮小 

観察画像の表示を拡大します。 

拡大後はボタン表示が縮小ボタンに切り替わり、クリックすると、元のサイズ

に戻ります。 

重ね合わせボタン 選択したフィルターの重ね合わせ画像の表示、または Ratio 画像の

表示ができます。 

Ratio 設定ボタン 

 

Ratio 画像の設定をします。 

Ratio setting ダイアログが表示されます。 
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 フィルター名／表示色の変更  

Fl1 または Fl2 のフィルターボタンを右クリックすると、サブメニュー（  ）が表示されます。サ

ブメニューを選択すると、Filter settings ダイアログが表示されます。 

 

任意カラー設定ボタン 

図 4.1-14 Filter settings ダイアログ 

表 4.1-10 フィルター名／表示色／重ね合わせ画像の表示色の変更機能 

名称 機能 

Filter 選択しているフィルター名が表示されます。 

Name フィルター名（半角英数字 4 文字まで）を入力します。 

EX/DM/BA EX/DM/BA の 3 つのフィルターに対する波長を設定できます。 

Name のドロップダウンリストからフィルター名を選択すると、自動的にこの 3 つのフィルタ

ーに対する波長と Color がデフォルトで設定されます。 

波長を変更する場合は、▲▼ボタンをクリックするか、キーボードから値を直接入力します。

Color ここで選択した色がフィルターのボタン、画像表示、およびグラフの線色に反映されます。 

ボタンをクリックして選択すると、チェックマークが表示されます。 

Use the custom 

color to overlap 

the image 

このチェックボックスにチェックを入れると、各蛍光画像の擬似カラーおよび、重ね合わせ画

像の表示カラーを、任意の色に設定する機能が有効になります。 

任意カラー設定 

ボタン 

このボタンをクリックすると、Color ダイアロ

グが表示され、任意のカラーが設定できます。

ここで設定したカラーが、各蛍光画像の擬似カ

ラーおよび、重ね合わせ画像の表示カラーとし

て適用されます。 

図 4.1-15 Color ダイアログ 

Apply ボタン 入力したフィルター名、選択した色を確定してダイアログを閉じます。 

Close ボタン 変更を確定せずにダイアログを閉じます。 
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 Ratio 設定  

タイムラプス観察画像表示（Multi Ch）の Ratio 設定ボタン（  ）をクリックすると、Ratio setting ダイア

ログが表示されます。 

 

 レシオ計算する際の輝度値の下限を設定します。 

図 4.1-16 Ratio setting ダイアログ 

表 4.1-11 Ratio 設定機能 

名称 機能 

Ratio Channel プルダウンメニューからレシオチャンネルを選択します。 

Ratio Range レシオレンジを設定します。 

Apply ボタン 設定したレシオが登録されます。 

Close ボタン レシオ設定の変更を確定せずにダイアログを閉じます。 
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4.1.7 輝度値グラフ 

 

図 4.1-17 輝度値グラフ 

表 4.1-12 輝度値グラフの機能 

名称 機能 

Time Range 1 ページのグラフで表示する時間（横軸）の表示範囲をプルダウンメニューから選択します。

Fit： 総撮影時間すべてを 1 ページ分のグラフで表示します。 

1x、2x、3x、4x： 

最小のインターバル時間、Time Range の値、係数により算出します。 

1 目盛りの時間 ＝ (4 ÷ Time Range で選択した値) × 最小のインターバル時間 

1 ページの表示時間 ＝ 1 目盛りの時間 × 7 

例：Time Range＝2x、最小のインターバル時間＝10 分の場合 

(4 ÷ 2) × 10 = 20 分（1 目盛りの時間）／20 × 7 ＝ 140 分（1 ページの時間）

総撮影時間が 1 ページで収まらない場合は、グラフの下に横スクロールバーが表示されます。

Intensity Range 1 ページのグラフで表示する輝度（縦軸）の表示範囲をプルダウンメニューから選択します。

Fit： 計測された輝度範囲すべてを 1 ページ分のグラフで表示します。 

1x、2x、3x、4x： 

0 から最大輝度（計測結果）の範囲を 4 等分したものを 1 単位として、次の式により算

出します。 

1 ページの表示範囲 ＝ (4 ÷ Intensity Range で選択した値) × 1 単位 

例：Intensity Range＝2x、1 単位＝600（輝度：0～2400）の場合 

(4 ÷ 2) × 600 = 1200（1 ページの輝度範囲） 

Intensity Range の値が 2x 以上の場合、グラフの右に縦スクロールバーが表示されます。 

Grid ボタン グラフ表示のグリッドライン表示／非表示を切り替えます。 

Calculate ボタン 輝度値計算を実行します。 

観察画像を範囲選択した後に、このボタンをクリックすると、選択した範囲の輝度値グラフが

表示されます。（参照：4.1.8 輝度値グラフの表示方法） 
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4.1.8 輝度値グラフの表示方法 

タイムラプス実施中または、タイムラプス結果ファイルの画像エリアで範囲を選択する（ROI マークにより範囲を指定す

る）と、その画像の輝度値グラフが表示できます。 

なお、輝度値グラフの表示方法は Channels 表示と Points 表示で手順が一部異なります。 

 Channels 表示の場合  

1. 輝度値グラフの表示する画像範囲を設定します。

マウスポインターで、輝度値グラフを表示したい箇所を

範囲選択（左クリック－ドラッグ）します。 

1 つの画像エリアで実行すると、他 3 つの画像エリアの

同じ位置も同時に範囲設定されます。 

 輝度値グラフを表示する画像範囲の設定について 

撮影に使用するフィルターに位相差（Ph）フィルタ

ーのみが選択されている場合は、輝度値解析の必要が

ないため、輝度値グラフを表示する画像範囲の設定は

できません。 
 

  

図 4.1-18 輝度値グラフを表示する画像範囲の設定 

ROI マーク 

 

ROI マーク設定時の注意事項 

・ スクロールモード、またはクリッピングモードの状態では、画像エリアに ROI マークの描画はできません。 

ROI マークを描画するときには、スクロールモード、またはクリッピングモードを解除してください。 

 

2. 輝度値グラフを表示します。 

Calculate ボタンをクリックします。 

輝度値グラフの表示エリアに、選択した範囲の画像に対

する輝度値グラフが表示されます。 

輝度値グラフ表示中は、範囲選択の枠が黄色から赤色に

変わります。 

輝度値グラフの描画範囲について 

輝度値グラフで表示する時間（横軸）、輝度（縦軸）の

範囲設定については、「4.1.7 輝度値グラフ」を参照し

てください。 

 

 

図 4.1-19 Calculate ボタン 

 

図 4.1-20 輝度値グラフの表示 
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 Points 表示の場合  

1. 輝度値グラフを表示する画像範囲を設定します。

マウスポインターで、輝度値グラフを表示したい箇所を

範囲選択（左クリック－ドラッグ）します。 

輝度値グラフを表示させるための範囲選択は、観察ポイ

ントごとに、異なった位置と範囲が設定できます。 

 輝度値グラフを表示する画像範囲の設定について 

撮影に使用するフィルターに位相差（Ph）フィルタ

ーのみが選択されている場合は、輝度値解析の必要が

ないため、輝度値グラフを表示する画像範囲の設定は

できません。 
 

 

図 4.1-21 輝度値グラフを表示する画像範囲の設定 

 

ROI マーク設定時の注意事項 

・ スクロールモード、またはクリッピングモードの状態では、画像エリアに ROI マークの描画はできません。 

ROI マークを描画するときには、スクロールモード、またはクリッピングモードを解除してください。 

 

2. 輝度値グラフを表示する観察ポイントを選択し

ます。 

輝度値グラフを表示したい観察ポイントの画像をクリ

ックします。 

選択された観察画像のポイント番号が青色枠で囲まれ

ます。 

 

図 4.1-22 輝度値グラフを表示する画像範囲の設定 

 

3. 輝度値グラフを表示します。 

Calculate ボタンをクリックします。 

輝度値グラフの表示エリアに、選択した範囲の画像に対

する輝度値グラフが表示されます。 

輝度値グラフ表示中の範囲選択枠の色は、黄色から赤色

に変わります。それ以外の範囲選択枠の色は黄色のまま

です。 

輝度値グラフの描画範囲について 

輝度値グラフで表示する時間（横軸）、輝度（縦軸）の

範囲設定については、「4.1.7 輝度値グラフ」を参照し

てください。 

 

 

図 4.1-23 Calculate ボタン 

 
 

図 4.1-24 輝度値グラフの表示 
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4.1.9 タイムライン表示／画像再生操作 

 

図 4.1-25 タイムライン表示／画像再生操作 

表 4.1-13 タイムライン表示／画像再生機能（1/2） 

名称 機能 

A-B 間リピート 

再生マーク  部分リピート再生ボタンにて設定されたリピート再生区間のマーク 

ストリームブロッ

ク数表示  
再生スライドバーの現在ポイントのストリームブロック数を表示します。 

このボタンはストリーム撮影した画像再生時に表示されます。 

ラウンド数表示 
 

再生スライドバーの現在ポイントのラウンド数を表示します。 

再生スライドバー 

 

再生中のポイントと経過時間を表し、画像再生と同期して移動します。 

マウスポインターまたは、横矢印キーで移動することで、任意のポイントからの

再生ができます。 

ステップ再生 

ボタン          画像のステップ再生と、ステップ逆再生をします。 

Stream block 

送りボタン       
Stream block 開始位置への送り再生と、逆送り再生をします。 

このボタンはストリーム撮影した画像再生時に表示されます。 

一時停止ボタン 

 
画像再生を一時停止します。 

スロー再生ボタン 

 

画像再生のスロー再生とスロー逆再生をします。（1 秒間に 1 枚～3 枚／クリ

ックするごとに可変、ボタン上で点灯する○の数により可変状態を表します。）

再生ボタン 

 
画像再生をします。（1 秒間に 5 枚） 

早送り再生ボタン 

 

画像再生を早送り再生します。 

（スキップ間隔は 2、3、5、10、20、30 フレームの 6 段階／クリックする

ごとに可変、ボタン上で点灯する○の数により可変状態を表します。） 

マーク箇所部分 

再生ボタン 
 

ユーザーマーク、細胞刺激マークのポイント前後十数枚の画像を再生します。 

再生スライドバーがマークの位置にある場合、そのマークの前後。 

再生スライドバーがマークの位置以外にある場合、次のマークの前後。 

部分リピート再生

ボタン 

 

リピート再生を行う区間の設定と再生、区間設定解除を行います。 

設定したリピート再生区間には、A-B 間リピート再生マークが表示されます。

クリックするごとに「A 点設定→B 点設定→A-B 間リピート再生開始→リピー

ト区間解除」となります。 

ユーザーマーク 

挿入ボタン  

ユーザーマークを設定します。 

現在再生中または観察中のポイントにユーザーマークが付与されます。 
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表 4.1-13 タイムライン表示／画像再生機能（2/2） 

名称 機能 

細胞刺激マークを設定します。 

現在再生中または観察中のポイントに細胞刺激マークが付与されます。 

細胞刺激マーク 

挿入ボタン 

 

このボタンを右クリックすると、キー割り当てのサ

ブメニューが表示されます。割り当て可能なキーは

「Space」「Return」「Shift」「Tab」の 4 つが

あります。 

いずれかのキーを選択すると、選択したキーが割り

当てられます。「None」はキー割り当てなしとなり

ます。 

 

図 4.1-26 サブメニュー

ユーザーマークが付与されたポイントに、このマー

クが表示されます。ユーザーマークを右クリックす

ると、サブメニューが表示されます。 

 

図 4.1-27 サブメニュー

「Delete」をクリックすると、コメントの削除ができます。 

「Edit」をクリックすると、コメントの入力、確認、変更用の Mark Comment 

Input ダイアログが表示されます。 

ユーザーマーク 

 

Mark Comment Input ダイア

ログの Apply ボタンをクリック

すると、入力または、変更したコ

メントが確定されます。 

ユーザーマークを左クリックす

ると、再生スライドバーのポイン

トが、ユーザーマークのポイント

に移動します。  

図 4.1-28 Mark Comment Input ダイアログ

細胞刺激マークが付与されたポイントにこのマーク

が表示されます。細胞刺激マークを右クリックする

と、サブメニューが表示されます。 

 

図 4.1-29 サブメニュー

「Delete」をクリックすると、コメントの削除ができます。 

「Edit」をクリックすると、コメントの入力、確認、変更用の Mark Comment 

Input ダイアログが表示されます。 

細胞刺激マーク 

 
Mark Comment Input ダイア

ログの Apply ボタンをクリック

すると、入力または、変更したコ

メントが確定されます。 

細胞刺激マークを左クリックす

ると、再生スライドバーのポイン

トが、細胞刺激マークのポイント

に移動します。  

図 4.1-30 Mark Comment Input ダイアログ
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4.1.10 タイムラプス実施計画の表示（Pointsタブ） 

 

図 4.1-31 Points タブ 

表 4.1-14 Points タブの機能 

名称 機能 

観察ポイント表示 観察ポイントに設定されている観察条件（フィルター名、露光時間、倍率）を表示します。

タイムラプス実施時には、チェックボックスにチェックの入ったポイントのみが観察の対象

となります。 

観察ポイントの表示をクリックすると、Point information ダイアログが表示され、観察条

件の詳細確認ができます。 

Stop ボタン 

実施中のタイムラプスを停止します。 

タイムラプス停止確認のダイアログが表示され、OK ボ

タンをクリックすると、タイムラプスが停止します。 
 

図 4.1-32 停止確認ダイアログ 

Resume ボタン タイムラプスを停止すると、Stop ボタンが Resume ボタンに変わります。 

Resume ボタンをクリックすると、タイムラプスが再開されます。 

 

 

 観察条件の確認  

ここで表示される Point information ダイアログは、観察条件の確認のみができます。 

 

図 4.1-33 Point information ダイアログ 

表 4.1-15 観察条件の確認機能 

名称 機能 

Close ボタン Point information ダイアログを閉じます。 
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4.1.11 タイムラプス実施計画の表示（Timeタブ） 

タイムラプス実施時間設定時にストリーム設定を行った場合は、Time タブの表示は Stream に変わります。 

 

図 4.1-34 Time タブ 

表 4.1-16 Time タブの機能 

名称 機能 

タイムラプス実施 

時間表示 

タイムラプス実施時の撮影インターバル時間、総撮影時間、ラウンド数を表示します。 

タイムラプス実施時間の表示をクリックすると、Timelapse ダイアログが表示され、撮影イン

ターバル時間、総撮影時間の設定変更と削除ができます。 

Delete ボタン 選択されているタイムラプス実施時間の設定を削除します。 

削除確認のダイアログが表示され、OK ボタンをクリックする

とタイムラプス実施時間が削除されます。 

Cancel ボタンをクリックすると、削除せずに Time タブに戻

ります。 

なお、現在実行中と実行済みのタイムラプス実施時間は、

Delete ボタンが無効になり、削除できません。 

 

図 4.1-35 削除確認ダイアログ

赤丸マーク タイムラプス実行中を表します。 

New ボタン 新規にタイムラプス実施時間を設定します。 

タイムラプス実施時間新規登録用の Timelapse ダイアログが表示されます。 

 

 Timelapse ダイアログについて 

Timelapse ダイアログの操作については New time-lapse setting 画面と同様

の操作になります。 

参照ページ：第 3 章 New time-lapse setting 画面 

3.1.4 タイムラプス実施計画の表示（Time タブ） 

 タイムラプス実施時間の変更／削除 

 タイムラプス実施時間の新規登録 

 

図 4.1-36 設定変更用 

図 4.1-37 新規登録用 
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4.1.12 タイムラプス実施経過の表示 

 

タイムラプス終了予定時刻タイムラプス開始時刻 

図 4.1-38 タイムラプス実施経過の表示 

表 4.1-17 タイムラプス実施経過の表示機能 

名称 機能 

開始／終了予定時刻 タイムラプス開始時刻と終了予定時刻を表示します。（月/日/時刻） 

Time line タイムラプス実行中の進捗状況をバーグラフで表示します。 

Number of rounds タイムラプス実行中のラウンド数を表示します。（現在までのラウンド数／総ラウンド数） 

Passage of time タイムラプスの経過時間を表示します。（現在までの経過時間／総撮影時間） 

Temperature log 

ボタン 

本ソフトウェア起動時からの温度変化のロググラフ（Temperature ダイアログ）を表

示します。画面右上の Temp ボタンを押して表示される Temperature ダイアログと

表示内容は同じです。 

Pause ボタン 実行中のタイムラプスを一時停止します。 

一時停止した場合、New time-lapse setting 画面のタイムラプス開始ボタンの表示が

から、再スタート用の に変わります。

Stop ボタン 実行中のタイムラプスを中止します。 
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 温度変化のロググラフ表示  

タイムラプス実施経過の Temperature log ボタン（  ）をクリックすると、このダイアログが表示されます。 

 

Stable 状態でタイムラプスが 

実施されていることを表します。

タイムラプス中に Unstable 状態 

になったことを表します。  

図 4.1-39 Temperature ダイアログ 

表 4.1-18 Temperature ダイアログの機能 

名称 機能 

Range 温度変化グラフの時間軸（横軸）の表示範囲を選択します。 

温度変化グラフ 培養チャンバー内の温度、加湿器ボトル内の水温、外気温の変化をグラフ表示します。 

Close ボタン Temperature ダイアログを閉じます。 
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4.1.13 撮影画像の印刷 

印刷ボタン（  ）をクリックすると、Print ダイアログが表示されます。 

Print ダイアログは、印刷する観察画像の表示状態（Channels 表示、Points 表示）によって、各表示画面に適応した

内容が表示されます。 

ここでは、タイムラプスの実施による撮影画像を印刷します。 

  
Channels 表示のときの 

Print ダイアログ 

Points 表示のときの

Print ダイアログ 
 

 

図 4.1-40 Print ダイアログ 

表 4.1-19 撮影画像の印刷機能 

名称 機能 

Select channel 印刷する画像を選択します。Channels 表示の場合はフィルターを、Points 表示の場合は観察

ポイントの選択になります。 

タイムラプス計画に設定されていないフィルターは無効となり、選択できません。 

Print ボタン 選択した画像の印刷を実行します。 

Cancel ボタン 印刷を中止して、ダイアログを閉じます。 
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4.1.14 撮影画像の保存 

保存ボタン（  ）をクリックすると、Save image ダイアログが表示されます。 

なお、クリッピングエリアが設定されている場合は、クリッピング画像の保存確認ダイアログで OK ボタンをクリック

すると、Save image ダイアログが表示されます。 

 

図 4.1-41 Save image ダイアログ 

表 4.1-20 撮影画像の保存機能 

名称 機能 

Save as... (BioStation IM format) 

ボタン 

タイムラプス開始時にファイルを保存しているため、タイムラプス実施中に

はこのボタンは無効になります。 

Export images and data 

（Single point）ボタン 

タイムラプスの実施によって撮影された画像（1 つの観察ポイントのみ）を

画像ファイルに保存します。 

Export images and data（Single point）ダイアログを表示します。 

Export images and data 

（Multi points）ボタン 

タイムラプスの実施によって撮影された画像（複数の観察ポイントを同時に）

を画像ファイルに保存します。 

Export images and data（Multi points）ダイアログを表示します。 

Export large images 

（Multi points）ボタン 

タイムラプスの実施によって撮影された画像（Wide field 画像）を画像ファ

イルに保存します。 

Export large images（Multi points）ダイアログを表示します。 

Cancel ボタン Save image ダイアログを閉じます。 
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 単一観察ポイントの撮影画像の保存設定（1/2）  

Save image ダイアログで Export images and data（Single point）ボタンをクリックすると、Export images and 

data（Single point）ダイアログが表示されます。 

 

図 4.1-42 Export images and data（Single point）ダイアログ 

表 4.1-21 単一観察ポイントの撮影画像の保存機能（1/2） 

名称 機能 

Export images 

and data of 
画像を保存する観察ポイントとその倍率を、プルダウンメニューから選択します。 

All 選択された観察ポイントとその倍率の全撮影画像をファイル

に保存します。 

One shot of current time 現在表示している画像のみをファイルに保存します。 

Neighbors of current time 現在表示している画像と、その前後 5 フレーム（合計 11 フレ

ーム）をファイルに保存します。 

Concatenate all marks タイムラインに付与された全マーク（ユーザーマーク／細胞刺

激マーク）の画像と、その前後 5 フレームをすべてつなげて、

1 つの画像ファイルに保存します。 

ユーザーマーク／細胞刺激マークが設定されていない場合は、

選択できません。 

Round 指定したラウンド範囲内の画像をファイルに保存します。 

ここで指定したラウンド数を元に Time 欄の時刻が自動的に更

新されます。 

Save time range 

Input time range 

Time 指定した撮影時刻範囲内の画像をファイルに保存します。 

ここで指定した時刻を元に Round 欄の値が自動的に更新され

ます。 

67 



第 4 章 Time-lapse images in process 画面 

 

表 4.1-21 単一観察ポイントの撮影画像の保存機能（2/2） 

名称 機能 

Ph 位相差のチャンネルをファイルに保存します。 

Fl1 

蛍光 1 のチャンネルをファイルに保存します。 

画像を擬似カラーで保存する場合は、“use pseudo color”にチェ

ックを入れます。 

Fl2 

蛍光 2 のチャンネルをファイルに保存します。 

画像を擬似カラーで保存する場合は、“use pseudo color”にチェ

ックを入れます。 

Multi ch 
Ph、Fl1、Fl2 いずれかのチャンネルが合成されたものをファイル

に保存します。 

Intensity data 
輝度値のデータをファイルに保存します。 

輝度値が計算済みの場合に選択可となります。 

Time-lapse-log タイムラプスのログをファイルに保存します。 

Save channel 

Mark comment 

ユーザーマーク／細胞刺激マークのコメントをファイルに保存します。

ユーザーマーク／細胞刺激マークが設定されている場合に選択可と

なります。 

Next ボタン Save images（Single point）ダイアログが表示されます。 

イメージの保存先の指定や、ファイル名、ファイルフォーマットの入力などをします。 

Back ボタン Save image ダイアログに戻ります。 

Cancel ボタン Export images and data（Single point）ダイアログを閉じます。 
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 単一観察ポイントの撮影画像の保存設定（2/2）  

Export images and data（Single point）ダイアログで Next ボタンをクリックすると、Save images（Single point）

ダイアログが表示されます。 

 

図 4.1-43 Save images（Single point）ダイアログ 

表 4.1-22 単一観察ポイントの撮影画像の保存機能（1/2） 

名称 機能 

Folder 画像を保存する場所を指定します。 

 ボタンをクリックすると Browse For 

Folder ダイアログが表示され、保存先を指定す

ることができます。 

 

図 4.1-44 Browse For Folder ダイアログ

Save image Format 画像の保存フォーマット（6 種類）を選択します。 

TIFF（Gray:16bit Color:24bit）、TIFF（Gray:8bit Color:24bit）

BMP（Gray:8bit Color:24bit）、PNG（Gray:8bit Color:24bit）

JPEG（Gray:8bit Color:24bit）、AVI 
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表 4.1-22 単一観察ポイントの撮影画像の保存機能（2/2） 

名称 機能 

AVI settings Format 欄で「AVI」を選択したときに、この設定項目が有効にな

ります。 

Interval Time： 撮影した画像を入力したフレームレート（1

秒間に表示させるフレーム数）で AVI ファイ

ルに保存します。（最大フレーム数：60） 

Total Time： 撮影した画像を入力した時間で AVI ファイル

に保存します。 

対象となるフレームとトータル時間を計算し

て、フレームレートが 33fps を上回るときは

エラーが表示されます。 

Frequency every： チェックボックスにチェックを入れると、フ

レームの間引き設定が有効になります。 

（入力範囲：2～99） 

Interval Time／Total Time のどちらの場合

でも間引き設定を使用できます。 

Filename 保存する画像のファイル名を入力します。 

デフォルトでファイル名の最後尾にチャンネル名が付加されます。

Ph：_ch1／Fl1：_ch2／Fl2：_ch2／Multi：_ch4 

Save z-stack 

images 

Zstack 画像のみ有効になります。チェックボックスにチェックを

入れると、Z-stack の保存設定が有効になります。 

According focus setting: 

Z focus mark ボタンで登録した Z 座標の画

像を保存します。 

According range setting: 

Z-stack のデータを含めて画像保存します。

From/To 欄の値を変更して、画像保存する

Z-stack の範囲を指定することができます。

Save image 

Advanced 

settings…ボタン 

Save images (Advanced settings)ダイアログが表示されます。

保存するイメージに書き込む情報などを設定します。 

Format 
輝度値グラフを保存する場合の保存形式をプルダウンメニューか

ら選択します。 

Save Intensity data 

Filename 
輝度値グラフを保存する場合のファイル名を入力します。 

デフォルトでファイル名の最後尾に“_intensity”が付加されます。

Time-lapse log タイムラプスのログファイル（テキストファイル）を保存する際にファイル名を入力します。

自動でファイル名の最後尾に“_timelapse”が付加されます。 

Mark comment ユーザーマーク／細胞刺激マークのコメントを出力するファイル名を入力します。 

デフォルトでファイル名の最後尾に“_mark”が付加されます。 

Save ボタン 設定した内容で画像ファイルの保存を実行します。 

保存が完了するとダイアログが表示されます。 

OK ボタンをクリックすると、ダイアログが閉じます。 

 

図 4.1-45 保存完了ダイアログ

Back ボタン Export images and data（Single point）ダイアログに戻ります。 

Cancel ボタン Save images（Single point）ダイアログを閉じます。 
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画像中に各種情報を書き込むには 

Advanced settings…ボタンをクリックして表示されるSave images (Advanced settings)ダイアログで設定します。 

 保存フォーマットに「TIFF（Gray:16bit Color:24bit）」を選択したときには、各種情報の選択が無効になりま

す。 

保存する画像ファイルに各種情報を書き込むためには、保存フォーマットが「Gray:8bit Color:24bit」であるこ

とが条件となります。 

 

 

図 4.1-46 Save images（Advanced settings）ダイアログ 

表 4.1-23 画像に各種情報を書き込む設定（1/2） 

名称 機能 

Apply tone curve 

processing 

トーンカーブ補正した画像を保存します。 

Wide field 画像を保存する際には使用できません。 

Write current ROI 

into images 

輝度値グラフ表示のための、ROI マークを画像に書き込みます。 

Wide field 画像を保存する際には使用できません。 

Image processing 

Add ratio color bar

レシオが設定された画像にカラーバーを書き込みます。 

カラーバーは画像の右側に表示されます。 

Wide field 画像を保存する際には使用できません。 

この項目にチェックを入れるとこの欄が有効になり、画像に書き込む項目ごとに書き込み位

置を設定することができます。情報を書き込んだ場合の画像については、「4.1.15 画像保

存サンプル」を参照してください。 

Observation 

settings 

露光時間、ゲイン、解像度などの観察条件情報を書き込む場合は、

チェックを入れて位置を選択します。 

Scale & User Mark 

スケール表示とユーザーマークを書き込む場合は、チェックを入れ

て位置を選択します。 

Wide field 画像を保存する際には使用できません。 

Cell name etc… 
細胞名などを書き込む場合は、チェックを入れて位置を選択しま

す。 

Overlay text 

Round information
ラウンド数、撮影日時、撮影経過時間を書き込む場合は、チェック

を入れて位置を選択します。 
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表 4.1-23 画像に各種情報を書き込む設定（2/2） 

名称 機能 

この項目にチェックを入れるとこの欄が有効になり、画像に書き込む文字のフォント、サイ

ズ、色を設定することができます。 

Name 画像に書き込む文字のフォントを指定します。 

Size 画像に書き込む文字のサイズを指定します。 

Color 画像に書き込む文字の色を指定します。 

Use font setting 

Set Default ボタン 画像に書き込む文字の設定をデフォルトに戻します。 

OK ボタン 設定が保存され、Save images（Single point）ダイアログに戻ります。 

Cancel ボタン Save images（Advanced settings）を閉じます。 
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 複数観察ポイントの撮影画像の保存設定（1/2）  

Save image ダイアログで Export images and data（Multi points）ボタンをクリックすると、Export images and 

data（Multi points）ダイアログが表示されます。 

 

図 4.1-47 Export images and data（Multi points）ダイアログ 

表 4.1-24 複数観察ポイントの撮影画像の保存設定（1/2） 

名称 機能 

Select ALL Points この項目にチェックを入れると、すべての観察ポイントが選

択されます。 

Select export data 

Point 1～Point n この欄には、設定されている観察ポイントがすべて表示され

ます。必要な観察ポイントのみを選択する場合は、「Select 

ALL Points」のチェックを外して、必要な観察ポイントの

みにチェックを入れます。 

All 選択された観察ポイントとその倍率の全撮影画像をファイ

ルに保存します。 

One shot of current time 現在表示している画像のみをファイルに保存します。 

Neighbors of current time 現在表示している画像と、その前後 5 フレーム（合計 11 フ

レーム）をファイルに保存します。 

Save time range 

Concatenate all marks タイムラインに付与された全マーク（ユーザーマーク／細胞

刺激マーク）の画像と、その前後 5 フレームをすべてつなげ

て、1 つの画像ファイルに保存します。ユーザーマーク／細

胞刺激マークが設定されていない場合は、選択できません。
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表 4.1-24 複数観察ポイントの撮影画像の保存設定（2/2） 

名称 機能 

Round 

指定したラウンド範囲内の画像をファイルに保存します。 

ここで指定したラウンド数を元に Time 欄の時刻が自動的に

更新されます。 

Save time range Input time 

range 

Time 

指定した撮影時刻範囲内の画像をファイルに保存します。 

ここで指定した時刻を元に Round 欄の値が自動的に更新さ

れます。 

Ph 位相差のチャンネルをファイルに保存します。 

Fl1 蛍光 1 のチャンネルをファイルに保存します。 

画像を擬似カラーで保存する場合は、“use pseudo color”にチェッ

クを入れます。 

Fl2 蛍光 2 のチャンネルをファイルに保存します。 

画像を擬似カラーで保存する場合は、“use pseudo color”にチェッ

クを入れます。 

Save channel 

Multi ch 表示している重ね合わせ画像の条件で、ファイルに保存します。 

Next ボタン Save images（Multi points）ダイアログが表示されます。 

イメージの保存先の指定や、ファイル名、ファイルフォーマットの入力などをします。 

Back ボタン Save image ダイアログに戻ります。 

Cancel ボタン Export images and data（Multi points）ダイアログを閉じます。 
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 複数観察ポイントの撮影画像の保存設定（2/2）  

Export images and data（Multi points）ダイアログで Next ボタンをクリックすると、Save images（Multi points）

ダイアログが表示されます。 

 

図 4.1-48 Save images（Multi points）ダイアログ 

表 4.1-25 複数観察ポイントの撮影画像の保存設定（1/2） 

名称 機能 

Folder 画像を保存する場所を指定します。 

 ボタンをクリックすると Browse For 

Folder ダイアログが表示され、保存先を指定す

ることができます。 

 

図 4.1-49 Browse For Folder ダイアログ

Save image Format 画像の保存フォーマット（6 種類）を選択します。 

TIFF（Gray:16bit Color:24bit） 

TIFF（Gray:8bit Color:24bit） 

BMP（Gray:8bit Color:24bit） 

PNG（Gray:8bit Color:24bit） 

JPEG（Gray:8bit Color:24bit） 

AVI 
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表 4.1-25 複数観察ポイントの撮影画像の保存設定（2/2） 

名称 機能 

AVI settings Format 欄で「AVI」を選択したときに、この設定項目が有効にな

ります。 

Interval Time： 撮影した画像を入力したフレームレート（1

秒間に表示させるフレーム数）で AVI ファイ

ルに保存します。（最大フレーム数：60） 

Total Time： 撮影した画像を入力した時間で AVI ファイル

に保存します。 

対象となるフレームとトータル時間を計算し

て、フレームレートが 33fps を上回るときは

エラーが表示されます。 

Frequency every： チェックボックスにチェックを入れると、フ

レームの間引き設定が有効になります。 

（入力範囲：2～99） 

Interval Time／Total Time のどちらの場合

でも間引き設定を使用できます。 

Filename 保存する画像のファイル名を入力します。 

デフォルトでファイル名の最後尾にチャンネル名が付加されます。

Ph：_ch1／Fl1：_ch2／Fl2：_ch2／Multi：_ch4 

Save image 

Advanced 

settings…ボタン 

Save images (Advanced settings)ダイアログが表示され、保存

するイメージに書き込む情報などが設定できます。 

詳しくは、p.71「画像中に各種情報を書き込むには」をご覧くだ

さい。 

Save ボタン 設定した内容で画像ファイルの保存を実行しま

す。 

保存が完了するとダイアログが表示されます。 

OK ボタンをクリックすると、ダイアログが閉じ

ます。  

図 4.1-50 保存完了ダイアログ 

Back ボタン Export images and data（Multi points）ダイアログに戻ります。 

Cancel ボタン Save images（Multi points）ダイアログを閉じます。 
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 Wide field 撮影画像の保存設定（1/2）  

Save image ダイアログで Export large images（Multi points）ボタンをクリックすると、Export large images（Multi 

points）ダイアログが表示されます。 

 

図 4.1-49 Export large images（Multi points）ダイアログ 

表 4.1-26 Wide field 撮影画像の保存設定（1/2） 

名称 機能 

Target 保存する Wide field 画像の先頭となる観察ポイントを選択します。Select export data 

Order 保存する Wide field 画像の観察ポイントの登録順を選択します。 

通常、Wide field 画像のポイント一括登録で登録した場合は、Type1

を使用します。 

1 点 1 点を手動でポイント登録した場合は、Type2～Type4 を使

用します。 

Type1 : 左上→右上→左下→右下 

Type2 : 左上→右上→左下→右下、偶数行は左右折り返し 

Type3 : 左下→右下→左上→右上 

Type4 : 左下→右下→左上→右上、偶数行は左右折り返し 
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表 4.1-26 Wide field 撮影画像の保存設定（2/2） 

名称 機能 

X、Y コンボボックス Wide field 画像の選択領域（縦横の枚数）を選択します。 

隣接していない観察ポイントの画像を結合して保存したい場合、X

と Y で縦横の枚数を任意に選択できるようになります。 

通常、Wide field 画像のポイント一括登録で領域を登録している場

合は、Target を選択した時点で自動的に登録時の枚数が選択されま

す。 

Select export data 

Preview 観察ポイントの並び順を表示します。 

All 選択された観察ポイントとその倍率の全撮影画像をファイルに保存

します。 

One shot of  

current time 
現在表示している画像のみをファイルに保存します。 

Neighbors of  

current time 

現在表示している画像と、その前後 5 フレーム（合計 11 フレーム）

をファイルに保存します。 

Concatenate  

all marks 

タイムラインに付与された全マーク（ユーザーマーク／細胞刺激マ

ーク）の画像と、その前後 5 フレームをすべてつなげて、1 つの画

像ファイルに保存します。ユーザーマーク／細胞刺激マークが設定

されていない場合は、選択できません。 

Round 

指定したラウンド範囲内の画像をファイルに保存しま

す。 

ここで指定したラウンド数を元に Time 欄の時刻が自動

的に更新されます。 

Save time range 

Input time range 

Time 

指定した撮影時刻範囲内の画像をファイルに保存しま

す。 

ここで指定した時刻を元に Round 欄の値が自動的に更

新されます。 

Ph 位相差のチャンネルをファイルに保存します。 

Fl1 蛍光 1 のチャンネルをファイルに保存します。 

画像を擬似カラーで保存する場合は、“use pseudo color”にチェ

ックを入れます。 

Fl2 蛍光 2 のチャンネルをファイルに保存します。 

画像を擬似カラーで保存する場合は、“use pseudo color”にチェ

ックを入れます。 

Save channel 

Multi ch 表示している重ね合わせ画像の条件で、ファイルに保存します。 

Next ボタン Save large images（Multi points）ダイアログが表示されます。 

イメージの保存先の指定や、ファイル名、ファイルフォーマットの入力などをします。 

Back ボタン Save image ダイアログに戻ります。 

Cancel ボタン Export large images（Multi points）ダイアログを閉じます。 
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 Wide field 撮影画像の保存設定（2/2）  

Export large images（Multi points）ダイアログで Next ボタンをクリックすると、Save large images（Multi points）

ダイアログが表示されます。 

 

図 4.1-50 Save large images（Multi points）ダイアログ 

表 4.1-27 Wide field 撮影画像の保存設定（1/2） 

名称 機能 

Folder 画像を保存する場所を指定します。 

 ボタンをクリックすると Browse For Folder

ダイアログが表示され、保存先を指定することがで

きます。 

 

図 4.1-51 Browse For Folder ダイアログ

Save image Format 画像の保存フォーマット（6 種類）を選択します。 

TIFF（Gray:16bit Color:24bit） 

TIFF（Gray:8bit Color:24bit） 

BMP（Gray:8bit Color:24bit） 

PNG（Gray:8bit Color:24bit） 

JPEG（Gray:8bit Color:24bit） 

AVI 
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表 4.1-27 Wide field 撮影画像の保存設定（2/2） 

名称 機能 

AVI settings Format 欄で「AVI」を選択したときに、この設定項目が有効になります。

Interval Time： 撮影した画像を入力したフレームレート（1 秒間に

表示させるフレーム数）で AVI ファイルに保存しま

す。（最大フレーム数：60） 

Total Time： 撮影した画像を入力した時間で AVI ファイルに保存

します。 

対象となるフレームとトータル時間を計算して、フ

レームレートが 33fps を上回るときはエラーが表

示されます。 

Frequency every： チェックボックスにチェックを入れると、フレーム

の間引き設定が有効になります。 

（入力範囲：2～99） 

Interval Time／Total Time のどちらの場合でも間

引き設定を使用できます。 

Filename 保存する画像のファイル名を入力します。 

デフォルトでファイル名の最後尾にチャンネル名が付加されます。 

Ph：_ch1／Fl1：_ch2／Fl2：_ch2／Multi：_ch4 

Save image 

Advanced 

settings…ボタン 

Save images (Advanced settings)ダイアログが表示され、保存するイ

メージに書き込む情報などが設定できます。 

詳しくは、p.71「画像中に各種情報を書き込むには」をご覧ください。

Save ボタン 設定した内容で画像ファイルの保存を実行します。 

保存が完了するとダイアログが表示されます。 

OK ボタンをクリックすると、ダイアログが閉じます。

 

図 4.1-52 保存完了ダイアログ 

Back ボタン Export large images（Multi points）ダイアログに戻ります。 

Cancel ボタン Save large images（Multi points）ダイアログを閉じます。 
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4.1.15 画像保存サンプル 

 
観察条件の情報 Cell name etc...で入力した情報

 

 

図 4.1-53 画像保存サンプル（4 分割ディッシュ選択時） 

 

ROI マーク

スケール表示 ラウンド数、撮影日時、撮影経過時間の情報
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4.2 Points表示 

タイムラプス実行中の途中経過を観察する画面です。 

1 つの観察ポイントに対して 1 つの画像表示エリアを使用して、各フィルターおよび、その重ね合わせ画像を切り替え

て表示します。この表示の場合、最大 4 つの観察ポイントを同時に観察することができます。 

画像表示以外の各種機能は、Channels 表示のものと同様の機能／表示／操作となります。 

 

（1） 

（2） （2）

（3）

（5）

（2） （2）

（4）

図 4.2-1 Time-lapse images in process 画面（Points） 

表 4.2-1 Time-lapse images in process 画面（Points）の機能概要 

名称 機能概要 

（1） 重ね合わせボタン 参照したいフィルターを選択します。ボタンをクリックするとチェックマークが入り、

選択したフィルターの画像が表示されます。 

フィルターは複数選択できます。複数のフィルターが選択されているときは、その重

ね合わせ画像が表示されます。 

（2） 観察画像表示 4 つの観察画像表示部に、それぞれ異なる観察ポイントの画像を表示できます。 

また、観察ポイントごとに異なった輝度値解析用の ROI が設定できます。 

観察画像表示をクリックすると観察ポイントを選択でき、観察画像表示部左上のポイ

ント番号が青色枠で囲まれます。 

（3） 観察ポイント選択 チェックマークの入った観察ポイントの画像が、観察画像表示部に表示されます。 

最大 4 箇所までの観察ポイントを同時に表示できます。 

（4） Calculate ボタン 輝度値計算を実行します。観察画像を範囲選択した後に、このボタンをクリックする

と、選択した範囲の輝度値グラフが表示されます。 

（5） ROI マーク 通常の状態での ROI マークは黄色枠で表示され、輝度値グラフ表示中の ROI マークは

赤色枠で表示されます。 

 



 

 
Time-lapse images Acquired 画面5 

5  
 

タイムラプスが完了した時点で自動的にこの画面に切り替わります。 

保存されているタイムラプス結果ファイルを読み込んで、再生することもできます。 

Time-lapse images Acquired 画面には「Channels」と「Points」の 2 種類があります。 

各種機能／表示／操作は Time-lapse images in process 画面と同様ですが、一部異なる部分があります。 

ここでは、その異なった部分のみを説明します。 

 タイムラプス結果ファイルの互換性について 

Ver.1.*～Ver.2.0 のソフトウェアで作成されたファイルは、Ver.2.1 以降のソフトウェアで読み込むことはでき

ますが、Ver.2.1 以降のソフトウェアで作成したファイルは、Ver.1.* のソフトウェアで読み込むことができま

せん。 

また、Ver.1.*～Ver.2.0 で作成されたファイルを Ver.2.1 以降のソフトウェアで読み込むと、何も編集をしなく

ても現在ご使用いただいているバージョンのファイルフォーマットに更新されるため、そのファイルは元のバー

ジョンのソフトウェアで読み込むことができなくなります。 

 

5.1 Channels表示 

 
（1）

 

 

（2）

（3）

（4）

（6）

（5）

図 5.1-1 Time-lapse images Acquired 画面（Channels） 
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表 5.1-1 Time-lapse images Acquired 画面（Channels）の機能概要 

名称 機能概要 

（1） ファイル読込ボタン 保存されているタイムラプス結果ファイルを読み込みます。 

（2） 観察ポイント／ファ

イル情報表示 

観察ポイントの位置と、その XY 座標値、読み込んだタイムラプス結果ファイルのフ

ァイル名、サンプル名称、セル名称が表示されます。 

（3） タイムラプス実施 

結果の表示 

タイムラプスの総時間／開始／終了時刻、総ラウンド数、および温度変化の最大値と

最小値を表示します。 

（4） Temperature log

ボタン  

タイムラプスを実施したときの温度変化のロググラフ（Temperature ダイア

ログ）を表示します。Temperature ダイアログの機能については、p.64「温

度変化のロググラフ表示」をご覧ください。 

Time-lapse images in process 画面の Temperature log ボタンではタイム

ラプス中の現在の温度状態を表示しますが、Time-lapse images Acquired

画面での Temperature log ボタンではタイムラプス実施結果時間帯の温度状

態を表示します。 

タイムラプス結果ファイルの別名保存、またはタイムラプスの実施によって撮影され

た画像を画像ファイルに保存します。 

Time-lapse images Acquired 画面の保存ボタンには、ショートカットキーが設定さ

れており、キーボードの Ctrl＋S キーを押して保存することもできます。 

クリッピングエリアが設定されている場合は、ク

リッピング画像の保存確認ダイアログが表示さ

れ、OK ボタンをクリックすると Save image

ダイアログが表示されます。 

Cancel ボタンをクリックすると、保存を中止し

てTime-lapse images Acquired画面に戻りま

す。 

 

図 5.1-2 Save image ダイアログ

（5） 保存ボタン 

クリッピングエリアが設定されていない場合は、このダイアログは表示されずに、

Save image ダイアログが表示されます。 

（6） ブレ補正ボタン このボタンをクリックすると撮影された画像からステージのブレ量を検出し、XY 方向

に画像をシフトさせて補正します。原理上、シフトした量だけ画像が小さくなります。

その部分が黒い縁取りで表されます。 

補正後のデータはオリジナルとは別に新たなファイルとして保存されます。 
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5.1.1 タイムラプス結果ファイルの別名保存／撮影画像の保存 

保存ボタン（  ）をクリックするか、もしくはキーボードの Ctrl＋S キーを押すと、Save image ダイアログが表示

されます。 

なお、クリッピングエリアが設定されている場合は、クリッピング画像の保存確認ダイアログで OK ボタンをクリック

すると、Save image ダイアログが表示されます。 

 

図 5.1-3 Save image ダイアログ 

表 5.1-2 タイムラプス結果ファイルの別名保存／撮影画像の保存機能 

名称 機能 

Save as... (BioStation IM format) 

ボタン 

タイムラプス結果ファイルを別名で保存します。 

Save into Bio Station IM format (ics/ids)ダイアログを表示します。 

Export images and data 

（Single point）ボタン 

タイムラプスの実施によって撮影された画像（1 つの観察ポイントのみ）を

画像ファイルに保存します。 

Export images and data（Single point）ダイアログを表示します。 

Export images and data 

（Multi points）ボタン 

タイムラプスの実施によって撮影された画像（複数の観察ポイントを同時に）

を画像ファイルに保存します。 

Export images and data（Multi points）ダイアログを表示します。 

Export large images 

（Multi points）ボタン 

タイムラプスの実施によって撮影された画像（Wide field 画像）を画像ファ

イルに保存します。 

Export large images（Multi points）ダイアログを表示します。 

Cancel ボタン ダイアログを閉じます。 

 

 Export images and data（Single point）ダイアログと、Export 

images and data（Multi points）ダイアログについて 

2 種類の Export images and data ダイアログの操作については

Time-lapse images in process 画面と同様の操作になります。 

参照ページ：第 4 章 Time-lapse images in process 画面 

4.1.14 撮影画像の保存 

 単一観察ポイントの撮影画像の保存設定（1/2）、（2/2） 

 複数観察ポイントの撮影画像の保存設定（1/2）、（2/2） 

 

図 5.1-4 Export images and data 

（Single point）ダイアログ 
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 Bio Station IM フォーマットでの保存設定  

Save image ダイアログで Save into Bio Station IM format (ics/ids)ボタンをクリックすると、Save into Bio 

Station IM format (ics/ids)ダイアログが表示されます。 

 

図 5.1-5 Save into Bio Station IM format (ics/ids)ダイアログ 

表 5.1-3 Bio Station IM フォーマットでの保存機能（1/2） 

名称 機能 

Folder 画像を保存する場所を指定します。 

 ボタンをクリックすると Browse For Folder ダイ

アログが表示され、保存先を指定することができます。

 

図 5.1-6 Browse For Folder ダイアログ

Filename タイムラプス結果ファイルのファイル名を入力します。 
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表 5.1-3 Bio Station IM フォーマットでの保存機能（2/2） 

名称 機能 

All 選択された観察ポイントとその倍率の全撮影画像をファ

イルに保存します。 

One shot of current time 現在表示している画像のみをファイルに保存します。 

Neighbors of current time 現在表示している画像と、その前後 5 フレーム（合計

11 フレーム）をファイルに保存します。 

Concatenate all marks タイムラインに付与された全マーク（ユーザーマーク／

細胞刺激マーク）の画像と、その前後 5 フレームをすべ

てつなげて、1 つの画像ファイルに保存します。 

ユーザーマーク／細胞刺激マークが設定されていない場

合は、選択できません。 

Round 指定したラウンド範囲内の画像をファイルに保存しま

す。 

ここで指定したラウンド数を元に Time 欄の時刻が自動

的に更新されます。 

Save time range 

Input time range 

Time 指定した撮影時刻範囲内の画像をファイルに保存しま

す。 

ここで指定した時刻を元に Round 欄の値が自動的に更

新されます。 

Save points 保存する観察ポイントを選択します。 

Save tone curve  

processing parameter 

トーンカーブを補正したパラメーターが保存されます。 

トーンカーブを補正した画像そのものは保存せずに、トーンカーブ補正のパラメーターの

みを保存します。 

Save ROI information 格納する撮影ポイントごとに設定された ROI の位置を保存します。 

Save ボタン 

設定した内容でファイルの保存を実行します。 

保存が完了するとダイアログが表示されます。 

OK ボタンをクリックすると、ダイアログが閉じます。
 

図 5.1-7 保存完了ダイアログ

Back ボタン Save image ダイアログに戻ります。 

Cancel ボタン 保存を中止して、Save into Bio Station IM format (ics/ids)ダイアログを閉じます。 
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5.2 Points表示 

1 つの観察ポイントに対して 1 つの画像表示エリアを使用して、各フィルターおよび、その重ね合わせ画像を切り替え

て表示します。この表示の場合、最大 4 つの観察ポイントを同時に観察することができます。 

画像表示以外の各種機能は、Channels 表示のものと同様の機能／表示／操作となります。 

 

（1） 

（2） （2）

（3）

（5）

図 5.2-1 Time-lapse images Acquired 画面（Points） 

表 5.2-1 Time-lapse images Acquired 画面（Points）の機能概要 

名称 機能概要 

（1） 重ね合わせボタン 参照したいフィルターを選択します。ボタンをクリックするとチェックマークが入り、

選択したフィルターの画像が表示されます。 

フィルターは複数選択できます。複数のフィルターが選択されているときは、その重

ね合わせ画像が表示されます。 

（2） 観察画像表示 4 つの観察画像表示部に、それぞれ異なる観察ポイントの画像を表示できます。 

また、観察ポイントごとに異なった輝度値解析用の ROI が設定できます。 

観察画像表示をクリックすると観察ポイントを選択でき、観察画像表示部左上のポイ

ント番号が青色枠で囲まれます。 

（3） 観察ポイント選択 チェックマークの入った観察ポイントの画像が、観察画像表示部に表示されます。 

最大 4 箇所までの観察ポイントを同時に表示できます。 

（4） Calculate ボタン 輝度値計算を実行します。観察画像を範囲選択した後に、このボタンをクリックする

と、選択した範囲の輝度値グラフが表示されます。 

（5） ROI マーク 通常の状態での ROI マークは黄色枠で表示され、輝度値グラフ表示中の ROI マークは

赤色枠で表示されます。 

 

（2） （2）

（4）
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